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細
野
要
斎
に
お
け
る
闇
斎
学

白
　
井
　
　
　
順

序
章
「
山
崎
闇
斎
派
」
の
検
討

　

楠
本
碩
水
は
、
大
塚
観
瀾
が
編
集
し
た
『
日
本
道
学
淵
源
録
』
を
補
訂
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
佐
藤
直
方
系
門
下
が
残
し
た
系
譜
の

訂
正
か
ら
着
手
を
し
た
。
そ
し
て
『
訂
正
増
補
崎
門
学
脈
系
譜
』〔
明
治
三
十
六
年
刊
〕
を
編
纂
し
た
。
明
治
二
十
四
年
三
月
に
楠
本

碩
水
は
、
東
京
の
道
学
協
会
員
に
見
せ
て
意
見
を
求
め
、
貞
方
弥
三
郎
に
次
の
よ
う
な
指
示
の
書
簡
を
出
し
た1

。

昨
年
末
来
日
本
道
学
淵
源
録
校
訂
致
度
心
底
二
而
一
ツ
学
統
系
図
よ
り
手
を
下
し
候
処
、
中
々
手
数
ニ
相
成
困
却
致
候
、
不
遠
内

一
本
を
写
シ
道
学
協
会
ニ
指
出
、
尚
増
損
取
捨
ヲ
乞
ヒ
申
度
候
、
協
会
員
中
ニ
ハ
先
輩
之
事
歴
等
も
多
分
承
知
之
人
も
可
有
之
と

存
候
、
御
序
協
会
へ
も
御
問
合
可
被
下
候

　

刊
行
さ
れ
た
『
崎
門
学
脈
系
譜
』
後
跋
に
、
道
学
協
会
の
『
道
学
遺
書
』
編
纂
に
従
事
し
て
い
た
吉
田
英
厚
が
明
治
二
十
五
年
十
月

に
楠
本
碩
水
に
対
し
て
崎
門
の
系
統
を
質
問
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
質
問
の
背
景
に
は
、
明
治
二
十
四
年
八
月
に
吉
田
英

厚
が
道
学
協
会
か
ら
脱
退
し
た
出
来
事
が
関
係
し
て
お
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
吉
田
英
厚
『
辨
妄
』
に
つ
い
て2

」
で
詳
細
に
論

じ
た
。
拙
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
明
治
初
期
の
崎
門
学
を
取
り
巻
く
状
況
に
は
明
治
十
六
年
六
月
に
設
立
し
た
道
学
協
会
が
大
き
く

関
係
し
て
い
る
。
道
学
協
会
の
母
体
と
な
っ
た
人
々
は
直
方
系
門
下
の
池
田
謙
蔵
た
ち
だ
っ
た
。
道
学
協
会
の
人
々
に
と
っ
て「
崎
門
」
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の
正
統
は
自
分
た
ち
の
系
統
で
あ
り
、
広
い
意
味
で
の
「
朱
子
学
派
」
は
道
学
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
た
。

英
厚
未
致
於
書
碩
水
楠
本
先
生
之
左
右
。
常
以
為
恨
。
然
先
生
以
此
著
下
問
。
及
浅
学
寡
聞
如
厚
者
。
慚
汗
何
堪
。
慚
汗
何
堪
。

今
記
一
二
所
聞
。
間
亦
漫
呈
鄙
見
。
供
賢
考
之
万
一
。
冀
恕
狂
疎
妄
率
。
幸
甚
。
崎
門
学
脈
系
図
之
作
真
難
哉
。
厚
見
前
一
二
之

系
譜
。
皆
混
儒
者
與
神
者
矣
。
混
者
果
崎
門
学
脈
系
図
之
真
乎3

　

吉
田
英
厚
は
、『
崎
門
学
脈
系
譜
』
編
纂
中
の
楠
本
碩
水
に
対
し
て
、
垂
加
神
道
と
崎
門
学
を
分
け
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
昭
和

初
期
に
発
表
さ
れ
た
崎
門
研
究
が
「
崎
門
」
を
指
す
時
、
ほ
と
ん
ど
が
道
学
協
会
に
連
な
る
範
囲
を
指
す
こ
と
が
多
い
。
明
治
維
新
か

ら
南
北
正
閏
論
を
始
め
と
し
て
、
南
朝
関
係
者
を
祀
る
神
社
の
創
建
・
再
興
や
贈
位
な
ど
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
明
治
四
十
年
十

月
に
南
朝
正
統
論
を
唱
え
た
山
崎
闇
斎
に
も
正
四
位
追
贈
の
命
が
あ
っ
た
。
内
田
・
池
田
が
主
と
な
っ
て
同
年
十
二
月
十
五
日
に
贈
位

の
祭
典
を
東
京
大
神
宮
で
行
い
、
明
治
四
十
二
年
八
月
、
内
田
周
平
が
山
崎
闇
斎
の
祠
堂
碑
を
記
し
、
京
都
黒
谷
で
祭
祀
を
行
う
。
ま

た
同
年
浅
見
絅
斎
に
従
四
位
の
贈
位
を
祝
賀
す
る
典
礼
も
挙
行
し
、
道
学
協
会
系
の
崎
門
と
国
体
観
念
は
完
全
に
結
合
し
た
。
明
治

四
十
四
年
〔
一
九
一
一
年
〕
二
月
に
は
衆
議
院
議
員
の
藤
澤
元
造
が
南
北
正
閏
問
題
に
関
し
て
質
問
主
意
書
を
提
出
し
、
ヒ
ー
ト
ア
ッ

プ
し
た4

。
こ
れ
ら
の
活
動
は
内
田
周
平
ら
が
主
体
と
な
っ
て
お
り
、
国
体
観
念
の
先
駆
者
と
し
て
の
崎
門
派
と
い
う
認
識
で5

、
浅
見
絅

斎
系
の
内
田
周
平
お
よ
び
そ
の
門
人
・
近
藤
啓
吾
、
佐
藤
直
方
系
の
梅
沢
芳
夫
・
池
上
幸
二
郎
を
中
心
に
そ
の
視
点
が
強
化
さ
れ
て
い
っ

た
。
従
来
の
日
本
思
想
史
研
究
で
は
、
そ
の
狭
い
崎
門
が
崎
門
の
全
て
だ
と
誤
認
さ
れ
て
い
る
傾
向
が
あ
り
、
再
検
証
が
必
要
で
あ
る

と
筆
者
は
常
々
感
じ
て
い
る
。

　

崎
門
研
究
で
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
活
動
と
結
び
つ
け
る
も
の
が
盛
ん
に
な
り
、
近
藤
啓
吾
と
丸
山
真
男
に
共
通
し
て
「
学
派
と
い

う
集
団
を
閉
鎖
的
な
も
の
と
し
て
み
な
す
」
と
い
う
問
題
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
清
水
則
夫
氏
は
、「
闇
斎
学
派
研
究
の

諸
問
題6

」
で
次
の
よ
う
に
纏
め
て
い
る
。



─ 33 ─

１
，
山
崎
闇
斎
学
派
と
い
う
呼
称
を
定
着
さ
せ
た
の
は
『
日
本
思
想
体
系7

』
で
あ
る
。
闇
斎
学
派
を
定
義
す
る
に
は
師
承
関
係
を

主
体
と
し
、
思
想
内
容
を
そ
れ
に
関
連
付
け
る
ほ
か
な
い
。

２
，
学
派
内
部
の
思
想
的
多
様
性
が
無
視
さ
れ
る
こ
と
。
近
藤
啓
吾
に
よ
り
浅
見
絅
斎
系
の
文
献
は
戦
後
に
多
く
公
刊
さ
れ
た
。

近
藤
啓
吾
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
強
い
影
響
を
師
で
あ
る
内
田
周
平
・
平
泉
澄
か
ら
受
け
て
い
る
。

３
，
戦
前
は
現
代
よ
り
は
る
か
に
悪
い
条
件
下
で
な
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
後
の
研
究
で
は
ま
っ
た
く
見
か
け
な
い
資
料

が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
面
で
の
動
機
付
け
、
あ
る
い
は
学
派
に
対
す
る
社
会
的
関
心
の
高
さ
、

ま
た
各
地
に
存
在
し
た
信
奉
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
が
不
備
を
補
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

丸
山
真
男
が
『
山
崎
闇
斎
学
派
』
の
「
闇
斎
学
と
闇
斎
学
派8

」
と
し
て
、
崎
門
の
絶
交
を
取
り
上
げ
た
こ
と
は
「
崎
門
イ
メ
ー
ジ
」

の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
少
な
か
ら
ず
影
響
が
あ
っ
た
。
清
水
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
近
藤
啓
吾
に
よ
る
闇
斎
派
の
範
囲
は
、「
尊
皇
論

は
垂
加
神
道
を
経
由
し
て
孝
と
読
み
替
え
ら
れ
、
そ
れ
が
浅
見
絅
斎
・
強
斎
へ
と
継
承
、
発
展
さ
れ
た
と
す
る
見
解
は
、
学
派
の
定
義

と
し
て
は
、
師
承
関
係
よ
り
も
思
想
内
容
を
上
位
に
置
く
形
」
す
な
わ
ち
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
優
位
の
排
除
の
論
理
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん

清
水
則
夫
氏
に
し
て
も
、
筆
者
の
立
場
に
し
て
も
、
近
藤
啓
吾
ら
の
崎
門
研
究
を
批
判
す
る
立
場
に
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
我
々
が

戦
前
の
数
少
な
い
活
字
化
さ
れ
た
闇
斎
派
を
調
査
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
結
局
内
田
・
近
藤
啓
吾
ら
が
関
わ
っ
た
文
献
を
頼
り
に
行
わ
ざ

る
を
得
ず
、
必
然
的
に
近
藤
ら
が
定
め
た
狭
義
の
闇
斎
派
の
呪
縛
に
は
ま
る
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
先
述
の
道
学

協
会
が
刊
行
し
た
『
道
学
遺
書
』・
内
田
周
平
『
崎
門
闡
明
文
略
』・
梅
沢
芳
男
「
明
治
時
期
の
崎
門
学
」（『
増
補
山
崎
闇
斎
と
其
門
流
』

所
収
）
お
よ
び
近
藤
啓
吾
『
浅
見
絅
斎
の
研
究
』
な
ど
、
明
治
時
期
を
対
象
と
す
る
闇
斎
学
派
研
究
の
専
著
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
な
い

か
ら
で
あ
る9

。

　

こ
の
問
題
に
対
す
る
一
つ
の
試
論
と
し
て
、
細
野
要
斎
を
取
り
上
げ
た
い
。
大
政
奉
還
か
ら
廃
藩
置
県
の
激
動
の
な
か
、
細
野
は
尾
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張
崎
門
を
代
表
す
る
人
物
で
あ
る
。
彼
が
筆
写
し
た
崎
門
文
献
は
、
伊
勢
の
神
宮
文
庫
や
国
会
図
書
館
は
も
ち
ろ
ん
、
尾
張
崎
門
文
献

の
お
膝
元
で
あ
る
蓬
左
文
庫
、
そ
し
て
東
洋
大
学
学
長
・
大
倉
邦
彦
が
創
設
し
た
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
（
服
部
文
庫
）
を
は
じ
め
、

主
要
な
所
蔵
機
関
に
所
蔵
さ
れ
、
我
々
の
崎
門
研
究
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
尾
張
の
地
域
史
研
究
者
で
あ

る
市
橋
鐸10

氏
が
細
野
要
斎
の
事
跡
や
年
譜
に
つ
い
て
は
ま
と
め
て
い
る
が
、『
増
補
山
崎
闇
斎
と
其
門
流
』
に
も
尾
張
崎
門
は
取
り
上

げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
細
野
要
斎
が
ど
の
よ
う
な
闇
斎
学
者
で
あ
っ
た
の
か
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た11

。

　

細
野
要
斎
は
先
述
し
た
『
崎
門
学
脈
系
譜
』
の
編
者
で
あ
る
平
戸
の
楠
本
端
山
・
碩
水
兄
弟
の
著
作
を
い
ち
早
く
読
ん
で
い
た
。
そ

し
て
『
日
本
道
学
淵
源
録
』
が
編
纂
さ
れ
た
当
時
の
闇
斎
派
を
よ
く
知
る
人
物
で
も
あ
る
。
細
野
は
当
時
、
各
地
の
闇
斎
学
者
が
ど
う

だ
っ
た
の
か
、
闇
斎
学
者
が
如
何
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
た
の
か
を
知
る
重
要
な
証
人
で
も
あ
る
。

　

細
野
要
斎
、
本
名
は
忠
陳
（
た
だ
つ
ら
）。
の
ち
に
為
蔵
、
さ
ら
に
仙
之
右
衛
門
、
再
び
弟
蔵
と
称
し
た
。
俳
号
は
牧
羊
で
あ
る
。

文
化
八
年
〔
一
八
一
一
〕
三
月
十
五
日
に
生
ま
れ
、
明
治
十
一
年
〔
一
八
七
八
〕
十
二
月
二
十
三
日
に
没
し
た
、
幕
末
か
ら
明
治
の
激

動
を
生
き
た
知
識
人
で
あ
る
。
細
野
要
斎
が
著
し
た
「
葎
の
滴
（
む
ぐ
ら
の
し
ず
く
）」
と
呼
ば
れ
る
十
四
編
の
著
作
の
中
の
『
感
興

漫
筆
』
は
、
要
斎
二
十
六
歳
の
天
保
七
〔
一
八
三
六
〕
年
正
月
十
三
日
よ
り
明
治
十
一
〔
一
八
七
八
〕
年
九
月
七
日
ま
で
四
十
二
年
間

に
亘
る
日
記
形
式
の
随
筆
集
（
部
分
的
に
省
略
さ
れ
て
翻
刻
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
も
あ
る
）
で
あ
る
。
こ
の
書
は
尾
張
幕
末
の
基
礎
的

資
料
と
し
て
地
域
史
研
究
で
は
利
用
さ
れ
る
も
の
の
、
崎
門
研
究
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
多
く
は
な
い
。
小
論
で
は
細
野
要
斎
の

晩
年
五
十
八
歳
か
ら
六
十
八
歳
ま
で
、
明
治
元
年
（
慶
應
四
年
）
か
ら
明
治
十
一
年
に
お
け
る
細
野
の
活
動
を
中
心
に
考
察
し
、
細
野

要
斎
の
闇
斎
学
徒
と
し
て
の
一
側
面
を
論
じ
て
み
た
い
。
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第
二
章
　
幕
末
の
尾
張

　

細
野
は
尾
張
崎
門
の
中
村
習
斎
を
敬
慕
し
た
が
、
謦
咳
に
接
し
た
こ
と
は
な
く
、
そ
の
門
人
で
あ
る
深
田
香
実
か
ら
の
教
え
に
よ
っ

て
学
ん
だ
。
闇
斎
学
者
と
し
て
の
活
動
が
は
っ
き
り
わ
か
る
の
は
、
細
野
が
家
督
を
継
い
で
か
ら
で
あ
る
。
天
保
十
三
年
、
三
十
二
歳

に
し
て
家
を
継
ぎ
、
馬
廻
組
・
大
番
組
と
し
て
仕
え
、
嘉
永
六
年
〔
一
八
五
三
〕
五
月
、
四
十
二
歳
の
時
に
学
才
を
認
め
ら
れ
、
藩
校

明
倫
堂
の
典
籍
の
職
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
明
倫
堂
典
籍
の
あ
い
だ
、
細
野
は
あ
る
重
要
な
書
物
の
鑑
定
を
し
た
。
そ
れ
が
『
朝
鮮
古
写
徽

州
本
朱
子
語
類
』（
現
：
九
州
大
学
所
蔵
）で
あ
る
。
こ
れ
は
朱
熹
の
古
里
で
あ
る
徽
州
で
伝
え
ら
れ
た
版
本
が
朝
鮮
で
筆
写
さ
れ
た『
朱

子
語
類
』
で
あ
り
、
一
般
的
に
流
通
す
る
『
朱
子
語
類
』
と
は
異
な
る
。
藩
校
明
倫
堂
の
典
籍
の
職
を
任
ぜ
ら
れ
た
あ
と
、
病
気
に
よ

り
一
時
辞
す
る
。
最
近
の
研
究
で
は
松
川
雅
信
氏
に12

尾
張
の
儒
葬
に
つ
い
て
言
及
が
あ
る
が
、
細
野
は
『
捧
尊
志
』（
名
古
屋
市
立
博

物
館
所
蔵
）
と
い
う
冊
子
を
残
し
て
い
る
。
こ
れ
は
細
野
が
「
歴
代
・
祔
位
・
親
戚
・
師
長
・
先
哲
・
学
友
・
旧
識
・
僕
隷
」
に
つ
い

て
の
忌
日
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
崎
門
は
実
践
す
な
わ
ち
『
朱
子
家
礼
』
に
よ
る
釈
菜
・
奠
（
葬
式
・
法
事
）
を
重
視
し
て
い
た
。

尾
張
崎
門
で
は
、
闇
斎
や
崎
門
三
傑
の
み
な
ら
ず
、
尾
張
崎
門
の
祖
で
あ
る
蟹
養
斎
の
祭
祀
も
行
っ
て
い
た13

。
細
野
要
斎
は
次
の
よ
う

に
記
す
。

香
実
深
田
先
生
、
初
年
家
学
を
な
し
、
又
明
倫
堂
に
入
て
石
川
香
山
翁
に
従
学
し
、
小
・
家
・
近
・
大
学
・
易
等
の
講
を
聞
、
細

密
に
筆
記
し
、
又
其
師
説
を
別
記
し
て
数
巻
を
成
し
、
又
其
見
る
所
を
書
し
て
師
に
呈
し
て
批
を
受
。
習
斎
先
生
、
其
英
発
を
喜

び
給
へ
る
の
言
、
蟹
先
生
忌
日
奠
の
時
、
告
給
へ
る
文
に
見
へ
た
り14

。

　

細
野
の
師
で
あ
る
深
田
香
実
（
一
七
七
三
～
一
八
五
〇
）
も
そ
の
伝
統
の
実
践
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
深
田
香
実
は
、
闇
斎
の
儒
学
系
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だ
け
で
な
く
、
尾
張
垂
加
派
の
神
道
も
継
い
だ
人
物
で
あ
る15

。
細
野
は
四
十
六
歳
の
時
、
友
人
の
小
寺
玉
晁
に
『
闇
斎
先
生
行
状
図
解
』

（
国
会
図
書
館
所
蔵
）
を
描
か
せ
た
。
そ
こ
は
尾
張
儒
道
系
譜
と
神
道
系
譜
が
示
さ
れ
、
両
方
に
深
田
香
実
の
記
載
が
あ
る
。
深
田
は

仏
式
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
祭
祀
を
し
な
い
儒
者
に
対
し
て
批
判
的
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

香
実
先
生
曰
、
儒
者
仏
家
の
年
回
法
事
等
を
謗
り
て
、
自
ら
は
斉
明
盛
服
承
祭
祀
の
聖
法
は
行
わ
ず
、
口
を
開
て
大
言
す
る
の
み
。

放
恣
の
罪
免
れ
難
し
。
予
は
已
に
儒
礼
を
行
ふ
事
能
は
ざ
れ
ば
、
金
を
だ
し
て
仏
家
に
託
し
年
回
法
事
を
行
ひ
、
祖
先
の
恩
に
報

る
の
み
。
法
事
が
き
く
か
き
か
ぬ
か
は
知
ら
ね
ど
も
、
自
ら
の
誠
意
は
な
く
て
他
を
誹
謗
す
る
の
み
を
儒
と
心
得
た
る
者
に
勝
る

べ
し
。
是
儒
書
を
読
と
い
へ
ど
も
、
聖
法
に
従
ふ
事
能
は
ざ
れ
ば
、
金
を
出
し
て
、
謝
罪
の
万
一
に
備
ふ
る
の
み16

。

　

尾
張
藩
で
は
冢
田
大
峰
（
一
七
四
五
～
一
八
三
二
）
の
折
衷
学
と
勤
皇
派
が
主
流
で
あ
っ
た
。
冢
田
は
寛
政
異
学
の
禁
（
一
七
九
〇

年
）
に
際
し
て
、
学
問
を
朱
子
学
に
限
定
す
る
こ
と
に
強
く
反
対
し
た
。
冢
田
は
六
十
七
歳
の
と
き
、
藩
主
宗
睦
に
従
っ
て
名
古
屋
に

赴
任
し
、
藩
学
明
倫
堂
の
督
学
に
就
任
し
て
以
来
、
二
十
年
に
亘
っ
て
幕
府
が
正
学
と
し
て
い
た
朱
子
学
注
本
を
用
い
ず
、
自
注
の
講

典
に
よ
る
学
風
を
広
め
た
。
尾
張
藩
も
元
治
元
年
〔
甲
子
、
一
八
六
四
年
〕「
こ
と
し
甲
子
春
よ
り
明
倫
堂
学
則
御
改
革
、
冢
注
の
う
ち
、

家
語
、
孔
叢
子
、
左
伝
を
除
き
、
終
に
靖
献
遺
言
を
読
む
べ
し
と
の
事
、
朱
注
家
は
四
書
五
経
、
其
後
靖
献
遺
言
を
読
む
べ
し
と
の
事

也17

」
と
あ
る
。
細
野
は
、
そ
の
時
の
冢
田
注
に
対
す
る
胸
の
内
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

冢
注
の
学
則
は
冢
田
氏
の
定
む
る
所
也
。
其
学
を
奉
じ
て
其
学
則
を
差
略
出
入
せ
ば
、
其
学
を
奉
ぜ
ざ
る
に
如
か
ず
。
た
と
ひ
君

上
よ
り
命
あ
る
と
も
、
当
時
の
督
学
冢
氏
の
学
を
奉
じ
な
が
ら
こ
れ
を
建
白
し
て
守
る
事
能
は
ず
、
見
識
な
き
の
甚
し
き
也
。
朱

注
は
指
引
す
べ
き
の
人
、
校
中
に
一
人
も
な
し
。
四
書
五
経
の
み
を
読
み
し
め
て
、
朱
学
の
学
業
足
れ
り
と
す
る
は
、
誰
の
意
よ

り
出
た
る
に
や
、
如
此
学
則
は
冢
注
朱
注
と
も
其
学
成
る
事
な
か
る
べ
し
。
見
識
あ
る
の
人
な
く
、
君
上
に
建
言
せ
ず
し
て
、
私

意
猥
雑
の
学
規
に
よ
り
て
人
才
を
成
ん
と
す
る
は
木
に
縁
り
て
魚
を
求
む
る
の
類
な
る
べ
し18

。
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尾
張
藩
内
に
意
見
で
き
る
見
識
の
あ
る
人
が
い
な
い
、
と
細
野
は
忸
怩
た
る
思
い
だ
っ
た
。
冢
田
大
峰
の
後
、
徳
川
慶
勝
の
独
裁
時

代
に
な
る
と
、
鷲
津
毅
堂
（
九
蔵
）・
丹
羽
賢
（
淳
太
郎
）
ら
昌
平
黌
出
身
の
勤
皇
派
を
登
用
し
、
明
倫
堂
は
勤
皇
派
に
よ
る
教
化
の

現
場
と
な
っ
て
い
く19

。
慶
應
元
年
〔
一
八
六
五
〕
十
一
月
に
鷲
津
毅
堂
は
尾
張
藩
か
ら
招
か
れ
、
慶
應
二
年
九
月
に
明
倫
堂
教
授
督
学

に
就
任
し
た
。
慶
應
三
年
丁
卯
（
十
二
月
六
日
改
暦
＝
一
八
六
七
年
十
二
月
三
十
一
日
）、
鷲
津
が
明
倫
堂
督
学
と
な
る
と
、「
政
教
一

致
」
の
精
神
を
説
き
、
政
府
に
関
与
で
き
る
人
材
育
成
の
場
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
学
制
の
改
革
を
断
行
し
た20

。
明
倫
堂
が
勤
王
誘

引
活
動
の
現
場
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に
関
し
て
は
、
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
「
勤
王
誘
引
関
係
書
類
」「
勤
王
誘
引
筆
記
」「
勤
王
誘

引
記
事
」
な
ど
の
資
料
が
あ
る
。
参
与
の
丹
羽
賢
・
鷲
津
毅
堂
ら
が
中
心
と
な
り
、
勤
王
誘
引
懸
附
属
と
い
う
担
当
者
が
尾
張
周
辺
の

大
名
や
旗
本
・
重
臣
た
ち
に
勤
王
証
書
の
提
出
を
働
き
か
け
、
提
出
に
参
上
し
た
際
に
は
明
倫
堂
が
接
待
場
と
な
っ
た
。
そ
し
て
明
倫

堂
内
の
待
賓
館
で
帰
順
を
示
す
勤
王
証
書
を
提
出
し
、
待
賓
館
の
役
人
か
ら
在
京
御
用
達
役
に
取
り
計
ら
い
を
示
し
た
依
頼
書
状
が
送

ら
れ
た
。
細
野
の
『
感
興
漫
筆
』
に
は
「
去
年
丁
卯
夏
、
明
倫
堂
規
則
改
革
、
読
書
次
第
定
、
其
内
の
大
要
を
弁
ず
る
事
、
如
左
」
と

あ
り
、
以
下
の
よ
う
に
記
す
。

是
迄
の
冢
注
学
も
と
よ
り
取
る
に
足
ら
ず
、
改
革
の
則
、
亦
太
だ
非
な
る
者
多
し
。

聖
教
は
小
大
の
別
を
重
ん
ず
、
長
幼
混
雑
せ
し
め
た
る
は
大
い
に
非
也
。
一
舎
毎
に
訓
導
を
立
て
る
は
よ
し
と
い
へ
ど
も
、
伍
長

の
目
を
立
て
編
伍
の
法
を
用
ゆ
る
は
、
軍
法
よ
り
出
て
学
校
の
法
に
非
ず
。

経
史
を
並
び
挙
て
、
初
級
よ
り
五
級
に
至
る
迄
、
斉
頭
に
書
目
を
記
す
、
経
史
は
車
の
車
輪
の
如
し
と
の
看
と
い
ふ
、
是
れ
本
末
・

前
後
を
失
し
、
童
子
を
し
て
多
岐
に
惑
わ
し
む
、
大
に
非
也
。
読
書
の
次
第
、
乱
雑
な
る
事
多
し
、
其
中
、
近
思
録
を
四
書
の
後

ろ
に
附
、
四
書
の
序
、
大
・
論
・
孟
・
中
、
厳
然
易
ふ
べ
か
ら
ざ
る
を
知
ら
ず
、
論
・
孟
を
先
に
し
大
・
中
を
後
に
す
。
学
術
の

誤
、
細
な
ら
ず
、
程
朱
の
説
も
半
信
半
疑
な
る
に
似
た
れ
ば
、
程
朱
を
尊
ぶ
と
称
す
と
い
へ
ど
も
畢
竟
似
て
非
な
る
者
也21

。
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鷲
津
に
よ
る
学
制
改
革
が
朱
子
学
の
基
本
に
悖
る
と
述
べ
る
。
鷲
津
が
明
倫
堂
を
朝
廷
に
都
合
の
い
い
人
材
を
育
成
・
教
化
す
る
場

と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
細
野
は
朱
熹
が
定
め
た
も
の
を
学
ぶ
場
と
し
て
明
倫
堂
を
認
識
し
て
い
た
。
慶
應
三
年
十
二
月
九
日

〔
一
八
六
八
年
一
月
三
日
〕
明
治
天
皇
に
よ
る
王
政
復
古
の
大
号
令
が
出
さ
れ
、
江
戸
幕
府
の
廃
止
が
宣
言
さ
れ
、
徳
川
慶
勝
は
新
政

府
の
参
与
に
就
任
し
た
。
翌
年
一
月
三
日
に
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
が
勃
発
、
第
十
六
代
尾
張
藩
主
徳
川
義
宜
の
も
と
に
旧
幕
府
を
支
援
す

る
佐
幕
の
動
き
が
あ
る
と
慶
勝
に
伝
え
ら
れ
た
。
慶
応
四
年
戊
辰
〔
一
八
六
八
年
一
月
〕
一
月
二
十
日
か
ら
二
十
五
日
に
か
け
て
、
徳

川
慶
勝
が
藩
内
に
お
い
て
佐
幕
派
と
さ
れ
た
家
臣
十
四
名
を
斬
首
し
、
三
十
名
を
粛
清
し
た
。
こ
れ
が
世
に
「
青
松
葉
事
件22

」
と
呼
ば

れ
る
事
件
で
あ
る
。
こ
の
粛
清
の
な
か
に
は
、
冢
田
大
峰
の
後
継
で
あ
り
、
御
書
物
奉
行
で
も
あ
っ
た
冢
田
謙
堂
も
含
ま
れ
て
い
た
。

慶
應
四
年
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
細
野
は
明
倫
堂
督
学
に
就
任
し
た
。
細
野
要
斎
、
五
十
八
歳
の
と
き
で
あ
る
。

第
三
章
　
細
野
要
斎
と
『
小
学
』

　

慶
應
四
年
九
月
八
日
、
明
治
元
年
〔
一
八
六
八
年
十
月
二
十
三
日
〕
と
改
暦
し
た
。
細
野
は
改
暦
の
直
前
八
月
七
日
、
中
村
得
斎
を

見
舞
に
行
っ
た
。
そ
の
際
に
中
村
得
斎
は「
歿
後
を
託
す
と
、
且
つ
学
は
書
を
読
む
を
専
と
せ
ず
、
聖
人
の
道
を
己
に
得
る
に
あ
り
、
小
・

家
・
近
の
次
第
を
乱
ら
ず
授
く
べ
し
」
等
の
語
を
丁
寧
に
語
っ
た
。
細
野
は
そ
の
言
葉
を
遺
言
と
捉
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
。「
小
・
家
・

近
」
と
は
、『
小
学
』・『
朱
子
家
礼
』・『
近
思
録
』
を
指
す
。
尾
張
崎
門
派
の
彼
ら
が
何
よ
り
も
重
視
し
て
い
た
の
は
、
こ
の
三
書
に

よ
る
実
践
を
伴
っ
た
学
問
で
あ
っ
た
。
友
人
の
森
村
宜
民23

が
「
世
儒
小
学
ヲ
読
ム
ト
モ
近
思
録
ヲ
読
マ
ズ
、
且
ツ
四
書
ヲ
読
ニ
論
・
孟
・

大
・
中
ト
読
ム
、
縦
令
近
思
録
ヲ
読
マ
ズ
ト
モ
、
セ
メ
テ
四
書
ハ
大
学
ヲ
先
ニ
シ
、
小
大
ト
続
ク
ヤ
ウ
ニ
シ
タ
シ24

」
と
細
野
に
質
問
し

た
。
細
野
が
「
此
レ
俗
儒
、
朱
学
ハ
名
ノ
ミ
ニ
シ
テ
詞
章
記
誦
ヲ
事
ト
シ
、
小
学
ヲ
ヨ
ミ
テ
モ
家
ニ
施
ス
ノ
実
意
ナ
ケ
レ
バ
、
家
礼
ヲ
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読
ミ
厭
ヒ
、
…
（
略
）
…
朱
子
ハ
外
国
ノ
人
ナ
リ
、
我
ニ
関
係
ナ
シ
、
余
コ
レ
ガ
家
礼
ニ
阿
諛
ス
ル
ニ
ア
ラ
ズ
、
我
ニ
関
係
セ
ズ
ト
イ

へ
ド
モ
大
賢
ノ
跡
ヨ
ク
天
命
ノ
本
体
ニ
原
テ
人
道
ノ
当
然
ヲ
尽
ク
セ
ル
ニ
ヨ
リ
テ
也
」
と
答
え
て
い
る
。

　

細
野
要
斎
の
講
学
著
作
と
し
て
は
『
講
小
学
私
記
』（
大
倉
山
精
神
文
化
研
究
所
所
蔵
）
が
あ
る
。
細
野
は
『
小
学
』
を
非
常
に
重

視
し
、
こ
の
『
講
小
学
私
記
』
は
、
慶
應
四
年
（
明
治
元
年
）
か
ら
、
明
治
二
年
の
明
倫
堂
、
明
治
四
年
・
六
年
の
家
塾
で
の
講
義
に

使
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
最
初
の
序
・
立
教
篇
は
慶
応
四
年
四
月
十
五
日
に
始
ま
り
、
同
年
十
月
十
五
日
に
終
わ
っ
た
。
明
治
二
年

〔
一
八
六
九
年
〕
の
明
倫
館
講
義
で
は
聴
講
者
が
大
体
三
百
人
あ
ま
り
い
て
、「
前
後
聴
徒
無
慮
三
百
人
許
、
不
見
一
人
篤
信
了
得
朱
意

者
也
」
と
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
明
倫
堂
は
仕
官
を
目
指
す
と
こ
ろ
で
、
朱
熹
の
本
意
な
ど
理
解
し
よ
う
と
参
加
し
た
も
の
な
ど
い
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
巻
頭
に
次
の
よ
う
に
記
す
。

小
学
ノ
書
ヲ
編
て
初
入
ヨ
リ
コ
レ
ヲ
読
シ
メ
テ
古
教
ノ
涵
養
ヲ
得
セ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
ハ
衰
世
已
ム
ヲ
得
ザ
ル
ノ
意
ヨ
リ
出
ル
事
コ

ノ
書
ヲ
以
テ
古
へ
小
学
ノ
教
全
く
如
此
モ
ノ
ト
誤
認
ス
ル
事
勿
レ　

是
れ
此
書
ヲ
読
む
者　

先
ず
著
眼
ス
ベ
キ
最
第
一
義
也
。
此

レ
ヨ
リ
弁
別
セ
ザ
レ
バ
異
学
家
ノ
誹
議
ニ
惑
乱
ス
ル
コ
ト
ア
リ
可
戒

　
『
小
学
』
は
初
心
者
向
け
、
童
蒙
書
の
類
で
あ
る
と
い
う
誤
解
は
、「
異
学
家
ノ
誹
議
ニ
惑
乱
ス
ル
」
こ
と
に
起
因
す
る
と
細
野
は
分

析
す
る
。
尾
張
藩
で
は
闇
斎
派
は
あ
く
ま
で
も
私
塾
の
一
派
に
す
ぎ
ず
、
昌
平
黌
の
朱
子
学
系
と
は
一
線
を
画
し
て
い
た
。
鷲
津
ら
昌

平
黌
系
の
み
な
ら
ず
、
徂
徠
派
・
折
衷
派
な
ど
に
対
し
て
、
細
野
が
感
じ
て
い
た
少
な
か
ら
ぬ
不
満
で
あ
っ
た
。
明
治
二
年
十
一
月
「
学

校
の
制
一
変
、
学
校
監
を
置
（
皆
俗
人
也
）
文
武
を
統
括
せ
し
め
、
督
学
を
廃
し
、
皇
学
教
授
・
漢
学
教
授
・
劔
術
教
授
を
以
て
右
其

科
の
学
徒
を
教
し
め
、
又
洋
学
・
医
学
も
分
科
中
に
あ
れ
ど
も
、
未
だ
其
人
な
し
。
聖
賢
の
道
を
学
び
、
名
分
大
義
の
大
基
本
を
立
る

者
に
漢
学
の
二
字
を
蒙
ら
し
め
、
唯
西
土
の
故
事
来
歴
を
知
る
の
み
の
業
と
す
る
に
似
て
、
名
義
甚
だ
違
え
り25

」
細
野
は
明
倫
堂
を
「
学

校
」
と
改
称
す
る
こ
と
と
、
明
倫
堂
の
伝
統
を
踏
ま
え
ず
、
学
制
の
改
編
に
伴
い
「
漢
学
」
と
す
る
こ
と
に
憤
り
を
感
じ
て
い
た
。
同
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年
十
二
月
三
日
、
細
野
は
漢
学
教
授
に
任
命
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
細
野
は
「
従
来
明
倫
堂
は
聖
賢
の
道
を
崇
び
、
人
倫
綱
常
の
道

を
学
ぶ
を
主
体
と
し
、
和
学
も
武
技
も
文
事
中
の
一
事
と
し
、
督
学
に
て
兼
統
た
り
し
が
、
此
度
御
改
革
に
て
各
家
互
角
に
立
て
た
り
、

殊
に
聖
學
に
漢
学
の
名
を
蒙
る
事
嘆
ず
べ
き
の
至
也
、
心
あ
る
人
、
如
何
が
思
へ
る
や26

」
と
述
べ
る
。
細
野
に
と
っ
て
「
聖
学
」（
朱

熹
の
学
問
）
こ
そ
学
校
で
学
ぶ
べ
き
こ
と
だ
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
明
倫
堂
の
廃
校
に
伴
い
、
細
野
は
明
治
二
年
八
月
に
『
南
窓

鄙
論
』（
鶴
舞
図
書
館
所
蔵
、
久
ヨ
－
三
）
を
記
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

予
病
テ
南
窓
ノ
下
ニ
臥
ス
、
一
俗
士
来
リ
問
テ
曰
、
頃
日
或
ル
人
ノ
言
ヲ
聞
ク
曰
、
学
校
ニ
モ
皇
国
ノ
神
ノ
ミ
ヲ
祭
リ　

往
古
ヨ

リ
ノ
釈
采
ノ
礼
ハ
廃
ス
ベ
シ
、
孔
孟
ハ
異
邦
ノ
人
ナ
リ　

是
ヲ
祭
享
ス
ベ
キ
ノ
理
ナ
シ　

凡
漢
学
ヲ
事
ト
ス
ル
者　

皇
国
ノ
尊
ヲ

忘
レ
只
管
漢
土
ヲ
慕
フ
方　

今
文
明
開
化
ノ
時　

旧
習
ヲ
一
洗
シ
国
人
ヲ
シ
テ
皇
恩
ニ
感
ス
ル
ノ
心
深
カ
ラ
シ
メ
ン
ト
欲
ス
ト　

此
論
是
ナ
リ
ヤ
否　

予
曰
く
、
凡
事
小
ヲ
以
て
大
ニ
譬
ヘ
近
キ
ヲ
以
テ
遠
キ
ニ
譬
レ
バ
其
理
速
ニ
能
く
通
ス　

此
ニ
人
ア
ラ
ン　

西
隣
老
人
ノ
懇
諭
ニ
ヨ
リ
吾
家
ニ
處
ス
ル
ノ
道
ヲ
知
リ　

父
子
兄
弟
夫
婦
叔
姪
皆
親
睦
和
順
ナ
ル
ヲ
得
ル
ハ
是
全
ク
西
隣
老
人
ノ

指
導
ニ
ヨ
ル
コ
ト
ヲ
思
惟
シ　

是
ニ
報
ル
ノ
礼
ヲ
厚
ク
ス
ベ
キ
カ　

西
隣
老
人
ハ
他
人
ナ
リ
尊
フ
ニ
足
ラ
ズ
ト
云
ヒ
唯
吾
家
人
ニ

報
礼
ヲ
行
フ
ベ
キ
カ

　

文
中
の
「
西
隣
老
人
」
と
は
、
朱
熹
の
こ
と
で
あ
る
。
釈
菜
（
祭
祀
）
を
行
う
こ
と
は
、
儒
者
と
し
て
の
必
然
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら

細
野
は
「
学
校
ハ
西
土
聖
賢
ノ
遺
教
ヲ
奉
ジ
テ
是
ヲ
学
習
ス
ル
ノ
地
ナ
レ
バ
、
祭
ル
所
西
土
聖
賢
ノ
神
ノ
ミ
ナ
ル
ベ
シ
」
と
教
場
を
規

定
し
、
そ
し
て
皇
国
の
神
を
祀
る
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
に
対
し
て
、「
此
論
ヲ
ナ
ス
ノ
徒
ハ
実
ニ
皇
国
蠧
賊
天
地
不
容
ノ
大
罪
人
ト

謂
フ
ベ
シ
」
と
批
判
し
た
。「
皇
国
蠧
賊
」
と
い
う
表
現
は
、
万
世
一
系
の
天
皇
を
中
心
と
す
る
国
体
の
発
展
・
展
開
と
と
ら
え
る
歴

史
観
を
細
野
が
是
認
し
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
細
野
要
斎
門
人
で
尊
王
攘
夷
に
尽
力
し
た
若
井
成
章
（
重
斎
、
鍬
吉
）
は
、『
南

窓
鄙
論
』
を
読
ん
で
『
南
窓
論
統
一
篇
』
を
執
筆
し
た
。
翌
年
正
月
、
若
井
成
章
は
『
南
窓
論
統
一
篇
』
を
細
野
に
寄
せ
、
細
野
は
そ
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れ
を
読
ん
で
い
る27

。
明
治
三
年
六
月
、
細
野
は
六
十
歳
の
と
き
、
病
を
理
由
に
明
倫
堂
の
督
学
（
校
長
）
を
辞
し
た
。
そ
れ
以
後
、
細

野
は
芳
野
町
片
山
神
社
の
西
側
に
あ
る
尼
ケ
坂
に
住
み
（
現
：
瀬
戸
線
尼
ケ
坂
駅
近
く
）
そ
こ
で
私
塾
を
開
い
て
い
た
。『
講
小
学
私
記
』

に
は
「
乃
」
の
考
証
が
あ
る
。
該
当
箇
所
に
つ
い
て
『
名
古
屋
叢
書
』
所
収
「
感
興
漫
筆
」（
巻
四
十
、三
二
八
頁
）
に
「
乃
字
考
」
と

し
て
部
分
的
翻
刻
が
あ
る
が
誤
字
が
多
く
、
少
々
異
同
も
あ
る
の
で
、
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
所
蔵
『
講
小
学
私
記
』
を
次
に
示
す
。

　

山
崎
闇
斎
が
訓
点
を
施
し
た
所
謂
『
嘉
点
小
学
』
明
倫
篇
で
は
『
礼
記
』
祭
義
「
内
に
致
斉
し
、
外
に
散
斉
す
。
斉
す
る
の
日
に
は
、

其
の
居
る
処
を
思
い
、
其
の
笑
語
を
思
い
、
其
の
志
意
を
思
い
、

其
の
楽
し
む
所
を
思
、
其
の
嗜
む
所
を
思
う
。
斉
三
日
、
乃
ち

其
の
為
め
に
斉
す
る
所
の
者
を
見
る
」
を
引
用
す
る
。
祭
に
先

立
っ
て
行
な
わ
れ
る
三
日
間
の
心
の
物
忌
（
致
斎
）
の
事
を
指

し
、「
乃
見
其
所
為
斉
者
」
に
つ
い
て
は
故
人
の
面
影
が
眼
前

に
現
れ
る
よ
う
に
な
る
と
理
解
す
る
。
山
崎
闇
斎
が
標
点
を
施

し
、
注
を
附
し
た
も
の
が『
小
学
本
註
』で
あ
る
。『
小
学
本
註
』

は
延
宝
四
年
〔
一
六
七
六
年
〕
山
崎
闇
斎
が
五
十
九
歳
の
頃
に

出
版
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
細
野
は
『
講
小
学
私
記
』
で
、
闇
斎

の
「
三
日
に
し
て
」
と
い
う
訓
読
を
批
判
し
て
い
る
。
要
斎
は

「
三
日
後
、
な
ん
と
そ
の
人
の
為
に
斎
戒
し
て
い
る
当
の
人
（
死

者
）
が
見
え
て
く
る
」
と
解
釈
す
る
。
闇
斎
『
小
学
』
の
よ
う

に
「
三
日
ニ
シ
テ
」
と
読
め
ば
順
接
に
な
っ
て
し
ま
う
。
細
野

図1　『講小学私記』（大倉精神文化研究所所蔵）

右2行目に「闇斎先生旁訓、三日ニシテ亦使讀者或

誤認焉」と書かれている。



─ 42 ─

は
、「
ス
ナ
ワ
チ
」
と
読
む
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
①
覆
説
前
言
「
意
外
に
も
」、
②
転
説
後
事
「
そ
こ
で
」、
③
助
詞
（
リ
ズ
ム

を
調
整
）
と
使
い
方
を
分
析
し
、
こ
こ
は
①
覆
説
前
言
で
あ
る
と
す
る
。
一
般
的
に
、
闇
斎
派
の
講
釈
は
「
述
べ
て
作
ら
ず
」
と
い
う

態
度
を
貫
き
、
稲
葉
黙
斎
の
『
口
義
』
な
ど
、
講
義
形
式
で
わ
か
り
や
す
く
、
口
語
を
交
え
て
表
現
し
直
す
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
闇
斎

の
説
に
異
を
唱
え
る
も
の
で
は
な
い
。
闇
斎
の
訓
点
を
問
題
と
す
る
ケ
ー
ス
は
非
常
に
少
な
い
し
、
そ
れ
ら
の
問
題
を
指
摘
し
た
先
行

研
究
も
ほ
と
ん
ど
皆
無
で
あ
る
。
細
野
が
こ
の
よ
う
な
闇
斎
の
訓
読
に
疑
い
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
、
後
述
の
事
例
で
も
確
認
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
学
生
の
意
識
や
能
力
の
面
だ
け
で
な
く
、
環
境
面
で
も
『
小
学
』
を
教
え
る
こ
と
は
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
い
た
。

明
治
維
新
に
よ
っ
て
、『
小
学
』
の
「
培
根
達
支28

」
の
実
践
を
行
う
場
と
し
て
の
学
校
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
明
治

に
入
っ
て
か
ら
、
細
野
の
『
家
事
雑
識
』（『
名
古
屋
叢
書
三
編
』
第
十
二
巻
）
に
は
次
の
よ
う
な
発
言
が
散
見
さ
れ
る
。

肥
前
平
戸
侯
（
松
浦
肥
前
守
六
万
石
）
山
崎
学
尊
信
、
一
藩
悉
く
山
崎
学
を
信
ず
。
学
頭
某
あ
り
、
学
校
に
て
読
む
所
の
書
、
専

崎
門
の
法
に
従
ひ
、
大
全
を
初
、
諸
末
流
を
見
る
を
禁
ず
。
詩
文
は
厳
禁
な
り
。
し
か
れ
ど
も
竊
に
作
る
も
の
あ
る
を
憂
ふ
と
、

彼
藩
士
い
ふ29

。

当
今
山
崎
門
の
学
者　

日
向
廣
瀬
藩　

児
玉
平
格　

辛
未
八
十
一
歳　

此
人
、
若
州
小
浜
山
口
菅
山
の
門
人
也30

方
今
西
国
に
て
、
学
校
旧
の
如
く
に
て
士
風
も
よ
き
は
薩
摩
な
り
。
当
今
学
校
の
教
官
は
平
川
喜
兵
衛
（
五
十
許
）
朱
子
を
信
ず
。

山
崎
先
生
を
深
く
尊
崇
す
、
山
崎
派
の
人
に
て
は
な
き
歟
。

　

右
の
発
言
で
、
細
野
は
学
校
制
度
と
崎
門
を
深
く
関
係
付
け
て
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
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第
四
章
　
要
斎
の
闇
斎
批
判
と
朱
子
敬
仰

　

細
野
要
斎
の
号
は
、
深
田
香
実
に
よ
っ
て
授
け
ら
れ
た
。『
要
斎
記31

』（
名
古
屋
市
博
物
館
所
蔵
）
を
書
い
た
澤
田
眉
山
は
次
の
よ
う

に
記
す
。

昔
元
許
衡
聞
姚
枢
有
道
学
、
往
師
之
、
慨
然
以
道
自
任
、
一
言
一
行
必
質
之
于
書
、
若
魯
斎
其
可
謂
得
要
也
。
已
細
野
子
高
以
要

斎
為
号
、
及
求
予
文
、
乃
書
此
贈
之
、
抑
予
也
於
道
未
有
之
得
。
其
所
云
云
繁
而
不
要
、
顔
厚
有
忸
怩
。

「
一
言
一
行
必
ず
之
を
書
に
質
す
」は『
魯
斎
遺
書
』考
歳
略
に
見
え
る
語
で
あ
る
。
深
田
の
許
衡
に
対
す
る
具
体
的
な
文
章
は
な
い
が
、

道
学
の
実
践
者
と
し
て
「
魯
斎
の
若
き
は
其
の
要
を
得
と
謂
う
可
き
也
」
と
評
価
し
て
い
る
。
許
衡
は
「
吾
の
小
学
に
於
け
る
、
之
を

敬
す
る
こ
と
神
明
の
ご
と
く
、
之
を
尊
ぶ
こ
と
父
母
の
ご
と
し
」
と
言
い
、『
小
学
』
の
実
践
者
で
あ
っ
た
。
丘
濬
は
強
烈
な
華
夷
思

想
を
持
ち
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
し
て
の
朱
子
学
を
顕
彰
し
た
。
そ
の
代
表
作
が『
大
学
衍
義
補
』『
朱
子
家
礼
儀
節
』『
朱
子
学
的
』『
世

史
正
綱
』
で
あ
る
。
丘
濬
が
『
世
史
正
綱
』
で
「
元
の
許
衡
は
則
ち
春
秋
の
道
に
悖
る
者
な
り
。
春
秋
の
道
は
内
夏
外
夷
、
一
会
の
頃

も
尚
ほ
其
れ
中
国
を
主
と
す
る
を
容
れ
ず
。
況
や
四
海
の
大
な
る
其
の
肯
て
容
れ
て
之
を
君
と
為
す
さ
ん
や
」
と
そ
の
出
処
進
退
を
批

判
し
、
許
衡
は
異
民
族
に
仕
え
た
と
い
う
不
名
誉
な
レ
ッ
テ
ル
が
貼
ら
れ
た
。
山
崎
闇
斎
に
お
け
る
許
衡
に
つ
い
て
は
既
に
澤
井
啓
一

氏
に
言
及
が
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
頂
き
た
い32

。
一
般
的
に
は
闇
斎
学
派
で
は
許
衡
に
対
す
る
見
解
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
丘
濬

『
世
史
正
綱
』
に
お
け
る
許
衡
の
出
処
進
退
に
対
す
る
批
判
、
二
つ
目
は
薛
瑄
『
読
書
録
』
に
お
い
て
朱
子
学
を
普
及
さ
せ
た
実
践
者

と
し
て
の
評
価
で
あ
る
。
山
崎
闇
斎
は
「
魯
斎
考
」
に
お
い
て
、
上
巻
に
丘
濬
の
批
判
を
、
下
巻
に
薛
瑄
の
評
価
を
載
せ
た
。
と
こ
ろ

が
闇
斎
の
「
魯
斎
考
」
は
し
ば
ら
く
行
方
不
明
で
、
実
は
浅
見
絅
斎
も
闇
斎
の
「
魯
斎
考
」
を
読
ん
で
は
い
な
か
っ
た33

。
浅
見
絅
斎
は
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『
靖
献
遺
言
』
巻
七
に
丘
濬
の
「
則
ち
許
衡
、
呉
澄
等
が
大
義
を
失
う
の
罪
は
逃
れ
る
所
な
し
」
を
引
用
し
、
大
義
名
分
か
ら
許
衡
の

不
義
を
批
判
し
た
。
更
に
薛
瑄
『
読
書
録
』
を
読
み
、「
窃
か
に
恐
る
薛
氏
の
許
を
称
す
る
の
過
ぎ
た
る
を
。
仕
元
の
一
節
に
至
れ
ば

則
ち
丘
氏
の
論
、
決
し
て
易
う
べ
か
ら
ざ
る
な
り34

」
と
断
じ
た
。
佐
藤
直
方
も
『
韞
蔵
録
』
で
「
然
れ
ど
も
文
清
（
薛
敬
軒
）
の
魯
斎

を
信
ず
る
こ
と
甚
だ
深
け
れ
ば
、
則
ち
吾
大
い
に
之
を
疑
う
。
丘
氏
の
議
は
尤
も
的
当
な
り
」
と
述
べ
、
や
は
り
丘
濬
を
支
持
す
る
。

若
林
強
斎
も
「
夷
狄
に
仕
え
て
一
生
の
大
義
を
失
っ
て
、
何
の
役
に
も
た
た
ぬ35

」
と
、
朱
子
学
を
学
び
な
が
ら
、
重
要
な
出
処
進
退
で

誤
っ
た
と
二
つ
の
事
実
を
繋
げ
て
否
定
的
に
見
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
細
野
は
少
な
く
と
も
許
衡
が
元
に
仕
え
た
こ
と
と
、
朱
子
学
を

ひ
ろ
め
た
道
学
の
実
践
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
分
け
て
考
え
て
い
た
。
細
野
要
斎
旧
蔵
の
『
靖
献
遺
言
』（
蓬
左
文
庫
所
蔵
、
36
－
23
）

巻
七
の
丘
濬
が
許
衡
を
批
判
し
た
引
用
の
欄
外
に
は
次
の
よ
う
な
書
入
れ
が
あ
る
。

許
衡
ヲ
能
知
リ
辨
セ
ラ
レ
タ
ハ
、
丘
瓊
山
ナ
リ
、
世
史
正
綱
ヲ
編
ミ
テ
、
周
亡
テ
秦
ノ
天
下
ト
ナ
リ
、
宋
亡
テ
元
ノ
天
下
ト
成
ヲ

歎
シ
テ
述
ラ
レ
、
別
シ
テ
許
衡
ヲ
辨
セ
ラ
レ
タ
ソ
、
夷
狄
テ
ナ
ケ
ネ
バ
、
許
衡
モ
仕
ラ
レ
テ
ク
ル
シ
カ
ラ
ヌ
コ
ト
也
、
是
ハ
華
夷

ヲ
辨
ス
ル
コ
ト
ナ
リ
、
許
衡
ガ
マ
ダ
宋
へ
仕
ヘ
ヌ
人
ユ
ヘ
如
此
、
宋
ヘ
仕
ヘ
タ
レ
バ
、
固
ヨ
リ
ソ
ノ
論
マ
デ
モ
ナ
シ

　

細
野
は
許
衡
に
対
し
て
責
め
ら
れ
る
理
由
は
出
処
進
退
で
は
な
く
、
華
夷
の
辨
だ
と
断
じ
た
。
細
野
は
更
に
同
書
巻
六
第
二
冊
巻
末

に
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

コ
レ
ヲ
コ
コ
ニ
論
ス
レ
ハ
、
ア
レ
ホ
ド
ノ
人
デ
ナ
ケ
レ
ハ
、
論
ニ
モ
及
ハ
ネ
ド
モ
、
朱
子
以
来
ノ
大
賢
ニ
テ
、
朱
子
学
コ
ノ
人
ガ

弘
メ
タ
ホ
ド
ノ
人
ナ
ル
ニ
、
モ
ソ
ツ
ト
残
リ
多
コ
ト
ア
ル
ユ
ヘ
カ
フ
云
フ
、
元
許
魯
斎
ヤ
真
西
山
ハ
随
分
ヨ
キ
人
デ
、
人
カ
ラ
モ

ワ
ル
フ
イ
ハ
ヌ
、
セ
メ
ル
コ
ト
ナ
キ
人
ナ
レ
ド
モ
、
魯
斎
ハ
イ
カ
ニ
シ
テ
モ
、
元
ノ
夷
狄
ヘ
仕
ヘ
テ
、
中
国
ヲ
ワ
ス
レ
タ
ル
人
ナ

リ
、
名
分
ヲ
ソ
コ
ナ
フ
タ
レ
ハ
、
丘
瓊
山
ガ
ツ
ヨ
ク
イ
ヂ
ラ
レ
テ
ヨ
ヒ
ガ
…
略
…

　

次
に
、
細
野
が
闇
斎
の「
魯
斎
考
」を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
の
か
を
見
て
い
き
た
い
。
細
野
は
深
田
か
ら
魯
斎
と
い
う
斎
号
を
貰
っ
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た
嘉
永
三
年
〔
一
八
五
〇
〕
八
月
上
旬
に
、
書
肆
鳳
池
堂
が
薛
瑄
『
読
書
録
』
を
細
野
の
と
こ
ろ
に
持
っ
て
来
て
、「
最
学
者
に
切
な

る
を
覚
ゆ36

」
と
感
想
を
述
べ
て
い
る
。
細
野
が
闇
斎
の
『
垂
加
文
集
』
を
購
入
し
た
の
は
嘉
永
五
年
〔
一
八
五
二
〕
春
で
あ
る
。
林
品

美
よ
り
江
戸
に
い
た
佐
藤
楚
材
に
託
し
、
同
年
五
月
九
日
に
書
肆
和
泉
屋
吉
兵
衛
か
ら
林
品
美
の
と
こ
ろ
に
届
い
た
。
そ
し
て
細
野
は

『
垂
加
文
集
（
正
続
拾
遺
）
合
四
冊
』
を
一
拾
七
匁
で
購
入
し
て
閲
読
し
た37

。
細
野
は
こ
の
時
ま
で
恐
ら
く
闇
斎
の
「
魯
斎
考
」
を
読

ん
だ
こ
と
が
な
か
っ
た
。
細
野
は
山
崎
闇
斎
「
魯
斎
考
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
論
を
残
し
て
い
る
。

闇
斎
先
生
曰
、
許
魯
斎
、
薛
敬
軒
極
褒
之
、
丘
瓊
山
極
貶
之
、
嘉
嘗
作
魯
斎
考
兩
巻
、
蓋
丘
之
所
論
則
経
也
、
薛
之
所
説
則
権
也
、

故
丘
論
爲
上
巻
、
薛
論
爲
下
巻
（
文
会
筆
録
）
忠
陳
竊
謂
、
人
之
所
行
、
各
得
其
当
然
者
、
或
謂
之
経
、
或
謂
之
権
、
如
夷
斎
則

経
、
武
王
則
権
、
是
也
、
若
夫
一
人
之
身
所
処
、
則
当
行
経
、
則
行
経
、
当
行
権
、
則
行
権
、
必
有
一
空
之
当
然
、
而
不
可
易
矣
、

豈
有
宜
行
経
、
又
宜
行
権
之
理
哉
、
如
許
衡
事
、
丘
論
是
、
則
薛
説
論
非
也
、
薛
説
是
、
則
丘
論
非
也
、
而
先
生
兩
可
之
者
、
可

疑
也
、
忠
陳
愚
朧
、
固
未
知
其
弁
、
而
覚
丘
論
明
白
端
的
矣
。
明
治
二
年
己
巳
九
月
廿
五
日38

　

前
述
『
靖
献
遺
言
』
巻
七
の
書
入
れ
と
鑑
み
れ
ば
、
許
衡
の
評
価
と
し
て
華
夷
に
仕
え
た
事
実
は
動
か
し
難
い
と
考
え
、
細
野
は
丘

濬
を
支
持
し
た
。
そ
し
て
「
魯
斎
考
」
読
後
に
、『
靖
献
遺
言
』
巻
七
の
欄
外
に
「
山
崎
先
生
ハ
魯
斎
ヲ
権
ト
セ
ラ
ル
、
浅
見
先
生
ハ

不
義
ト
セ
ラ
ル
、
其
外
先
儒
是
ト
ス
非
ト
ス
諸
説
マ
チ
マ
チ
也
、
是
必
竟
学
力
ノ
至
ル
ノ
ト
キ
、
人
々
自
ラ
見
ワ
ク
ヘ
キ
処
也
、
山
崎

先
生
魯
斎
考
ア
リ
」
と
書
入
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
「
薛
敬
軒
と
丘
瓊
山
の
説
は
ど
っ
ち
も
よ
い
」
と
し
た
山
崎
闇
斎
の
結
論
に
つ
い
て
、

「
お
か
し
い
」
と
細
野
が
は
っ
き
り
批
判
し
た
事
は
、
ほ
か
の
闇
斎
派
に
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
細
野
は
自
ら
の
号
の
由
来
で
あ
る
許

衡
に
関
心
を
抱
き
、
後
述
す
る
御
譲
本
の
第
二
回
御
払
（
明
治
五
年
七
月
）
で
も
朝
鮮
本
の
『
魯
斎
全
書
』
一
冊
を
購
入
し
、
更
に
別

版
の
『
魯
斎
全
書
』（
全
七
巻
の
内
、
四
巻
以
下
欠
巻
）
も
購
入
し
て
い
る
。

　

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
年
）
細
野
は
四
十
二
歳
の
と
き
、
細
野
は
明
倫
堂
の
典
籍
と
な
っ
た
。
当
時
、
細
野
は
友
人
の
小
寺
玉
晁
か
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ら
石
川
家
旧
蔵
『
朱
子
真
像
』
の
話
を
聞
い
た39

。
同
年
二
月
五
日
、
細
野
は
二
十
年
来
の
親
友
の
陽
明
学
者
・
冨
永
莘
陽
と
話
を
し
て
、

十
月
二
日
に
は
石
川
恒
一
郎
を
訪
ね
て
小
出
侗
斎
旧
蔵
の
朱
子
像
を
見
に
行
っ
た40

。
細
野
は
こ
の
こ
ろ
か
ら
朱
熹
像
を
蒐
集
し
は
じ

め
、
更
に
朱
熹
真
蹟
も
精
力
的
に
蒐
集
し
た
。

　

明
治
四
年
七
月
十
四
日
〔
一
八
七
一
年
〕
の
廃
藩
置
県
で
尾
張
藩
は
名
古
屋
県
と
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
明
倫
堂
も
廃
校
と
な
っ
た
。

明
治
四
年〔
一
八
七
一
年
〕細
野
六
十
一
歳
の
時
の
こ
と
で
あ
る
。『
蓬
左
文
庫
善
本
解
題
図
録
』に
よ
れ
ば
、
慶
應
三
年
三
月
に
は「
書

物
奉
行
を
廃
し
、
蔵
書
を
主
と
し
て
藩
校
明
倫
堂
に
移
す
」
と
あ
り
、
廃
藩
置
県
の
影
響
で
制
度
改
革
に
よ
る
蔵
書
の
処
分
と
再
分
配

が
行
わ
れ
た
。
明
治
元
年
か
ら
、
明
倫
堂
の
蔵
書
は
第
三
師
団
司
令
部
倉
庫
に
納
め
ら
れ
、
後
に
愛
知
師
範
学
校
に
移
さ
れ
、
現
在
は

愛
知
教
育
大
学
（
尾
張
藩
旧
蔵
書
）
に
引
き
継
が
れ
た41

。
明
治
二
年
に
な
っ
て
か
ら
、
幕
府
や
藩
校
が
管
理
し
て
い
た
漢
籍
払
い
下
げ

る
と
い
う
事
が
行
わ
れ
、
細
野
は
そ
れ
ら
の
書
籍
を
購
求
し
た
。
申
請
し
て
購
入
し
た
書
籍
に
つ
い
て
は
『
感
興
漫
筆
』
に
記
録
さ
れ

て
い
る
。
細
野
は
御
払
だ
け
で
な
く
、
正
倉
院
旧
蔵
の
文
献
も
入
手
し
て
い
る
が42

、
御
譲
本
を
含
む
御
払
の
事
に
つ
い
て
は
、
藤
本
幸

夫
氏
が
詳
細
に
論
じ
て
い
る43

。
御
文
庫
の
蔵
書
は
明
治
五
年
を
中
心
に
「
駿
河
御
譲
本
」
を
含
め
三
分
の
一
が
処
分
さ
れ
た
。
明
治
五

年
壬
申
六
月
、
細
野
は
六
十
二
歳
の
と
き
に
行
わ
れ
た
売
り
立
て
で
は
二
十
両
も
の
大
金
を
投
じ
て
購
入
し
た
。

　

細
野
は
明
治
五
年
六
月
二
十
六
日
第
一
回
御
払
で
、
朝
鮮
本
の
朱
子
語
類
六
十
冊
と
朱
子
文
集
八
十
冊
（
三
両
三
分
壱
匁
、
弐
割
増

し
の
四
両
二
分
一
匁
）
を
、
林
品
美
の
仲
介
で
購
入
し
た
。
二
割
増
し
な
の
は
、
細
野
が
す
で
に
明
倫
堂
を
辞
め
て
お
り
「
外
よ
り
申

請
」
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
藤
本
氏
は
「
林
品
美
」
は
何
者
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
し
、「
外
よ
り
」
と
い
う
意

味
も
不
明
と
し
て
い
る
。
林
品
美
は
周
次
郎
と
い
い
、
林
恭
久
（
仁
兵
衛
、
寛
政
八
年
五
月
八
日
生
～
明
治
二
年
二
月
十
五
日
卒
、
享

年
七
十
四
）
の
後
継
ぎ
で
あ
る
。
林
周
次
郎
は
高
取
直
温
（
六
太
郎
）
と
と
も
に
尾
張
徳
川
内
家
に
仕
え
る
家
従
で
、
細
野
と
崎
門
の

学
を
学
び
、
尾
張
藩
録
事
掛
と
な
り
、
明
治
二
年
正
月
に
は
建
白
書
を
記
し
て
い
る44

。
明
治
五
年
（
壬
申
）
春
に
彼
は
応
夢
山
定
光
寺
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に
詣
で
御
宝
藏
に
入
り
、
敬
公
御
神
主
（
初
代
徳
川
義
直
の
廟
所
で
あ
る
源
敬
公
廟
）
を
見
た
り
、
東
京
の
徳
川
邸
に
出
入
り
す
る
立

場
に
あ
っ
た45

。
旧
君
庫
中
御
書
物
の
う
ち
、
駿
河
御
譲
の
仏
書
類
は
こ
の
応
夢
山
定
光
寺
に
納
め
ら
れ
、
そ
の
ほ
か
は
売
り
出
さ
れ
た
。

旧
君
内
庫
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
林
品
美
で
、
彼
は
細
野
の
た
め
に
内
庫
の
書
物
を
謄
写
し
た
り
も
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
明
治

五
年
夏
に
林
が
旧
君
内
庫
で
朱
子
の
親
墨
大
字
三
幅
が
二
重
箱
で
秘
蔵
さ
れ
て
い
る
の
を
見
た
と
細
野
に
伝
え
、
そ
れ
を
聞
い
て
後
に

は
摹
刻
し
た
。
細
野
は
御
払
の
書
籍
を
見
て
、
次
の
よ
う
に
胸
の
内
を
記
す
。

陳
、
往
年
向
御
屋
敷
の
御
文
庫
に
出
役
し
て
御
晒
書
の
事
を
勤
め
し
時
は
、
御
書
物
奉
行
・
調
役
・
手
代
・
雑
役
等
あ
り
て
、
御

晒
書
は
年
々
六
月
に
始
ま
り
十
一
月
に
終
わ
る
を
例
と
し
、
御
譲
の
御
書
物
に
於
い
て
、
別
し
て
恭
敬
奉
持
し
て
出
納
せ
し
が
、

忽
然
世
移
り
時
変
わ
り
て
、
こ
れ
を
商
人
の
手
に
附
せ
ら
る
る
事
、
実
に
痛
哭
に
堪
え
ざ
る
也
。
貧
窮
も
と
よ
り
力
な
け
れ
ば
、

其
内
少
し
ば
か
り
を
申
請
て
敬
重
珍
襲
す
る
の
み46

。

細
野
は
盛
ん
に
朱
熹
の
文
献
（
遺
墨
）
を
蒐
集
し
始
め
る
。
明
治
三
年
正
月
、
細
野
は
丹
羽
昭
陽
の
と
こ
ろ
へ
行
き
、
朱
子
墨
蹟
や
朱

熹
の
書
「
魚
躍
海
中
天
」
を
見
せ
て
も
ら
い
、
後
に
『
景
範
余
録
』
一
冊
の
書
と
し
て
記
録
し
た47

。
そ
の
と
き
次
の
よ
う
な
話
を
青
山

暘
城
（
熊
次
郎
、
五
十
歳
く
ら
い
で
江
戸
出
身
、
録
事
掛
。
書
の
鑑
定
に
詳
し
い
ひ
と
）
よ
り
聞
い
た48

。

暘
城
、
朱
子
の
書
を
論
じ
て
曰
、
我
国
、
朱
子
之
書
甚
稀
也
。
偶
見
る
も
贋
物
の
み
な
り
。
其
内
鳶
飛
魚
躍　

林
家
に
あ
り
。

六
曲
屏
風　

彦
根
侯
所
蔵
。
朝
鮮
征
伐
の
時
の
分
捕
也
と
云
。
品
格
格
別
の
物
な
り
。
此
等
は
真
物
に
て
、
稀
世
の
珍
也
。
其
余

は
何
れ
の
所
に
真
物
あ
る
を
聞
ず
。

朱
子
風
雪
帖　

秦
蔵
版　

全
唐
紙
二
枚49

青
山
暘
城
云
、
明
人
の
書
歟
。
然
れ
ど
も
能
く
書
き
た
る
也
。
文
公
の
真
蹟
な
る
事
は
覚
束
な
し
。

戯
鴻
堂
法
帖
書
載
、
建
陽
崇
安
云
々
、
富
貴
有
余
楽
云
々
、
同
云
、
こ
れ
は
真
蹟
な
る
べ
し
。
彼
土
よ
り
来
る
法
帖
は
、
天
子
御
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覧
に
備
へ
て
後
刻
す
れ
ば
、
偽
物
は
ま
づ
は
な
し
。

「
丹
羽
信
四
郎
（
昭
陽
、
今
年
二
十
八
歳
）、
程
朱
の
学
を
確
信
し
、
殊
に
朱
子
の
書
は
東
西
京
坂
に
探
索
め
て
多
く
買
得
て
所
蔵
す
」

と
あ
り
、
丹
羽
昭
陽
は
朱
熹
に
関
す
る
文
献
を
蒐
集
、
細
野
は
彼
を
通
し
て
多
数
の
朱
子
真
蹟
を
購
入
し
た
。
明
倫
堂
の
助
教
を
し
て

い
た
丹
羽
昭
陽50

（
端
窓
）
は
、
丹
羽
周
太
夫
の
四
男
で
、
明
治
三
年
六
月
九
日
に
細
野
は
朱
熹
の
墨
蹟
を
模
写
し
た
『
景
範
余
録
』
を

編
纂
し
、「
余
爾
与
之
交
、
得
益
毎
多
可
謂
忘
年
之
畏
友
也51

」
と
述
べ
て
い
る
。

　

明
治
四
年
に
明
倫
堂
が
廃
校
と
な
る
が
、
数
か
月
間
だ
け
明
倫
堂
督
学
を
務
め
た
佐
藤
楚
材（
牧
山
、
一
八
〇
一
～
一
八
九
一
年
）は
、

大
津
町
で
私
塾
を
開
い
て
い
た
。
明
治
三
年
十
月
二
十
八
日
、
細
野
は
佐
藤
楚
材
所
蔵
の
『
朱
子
真
像
』
を
借
り
摹
刻
し
た52

。
そ
れ
は

明
の
万
暦
十
七
年
豫
章
万
国
欽
が
婺
源
の
令
で
あ
っ
た
と
き
、
朱
子
の
子
孫
文
学
（
建
安
の
人
）
が
持
っ
て
き
た
の
を
家
廟
に
刻
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。
細
野
は
翌
日
か
ら
筆
写
し
た
が
精
密
で
は
な
い
の
で
、
摹
刻
を
計
画
し
た
。
明
治
四
年
正
月
二
日
、
細
野
の
家
に
彫

工
（
中
村
屋
治
助
）
が
昨
年
冬
に
頼
ん
で
お
い
た
摹
刻
を
持
っ
て
来
て
、
五
日
に
搨
工
（
伊
藤
吉
藏
）
を
呼
び
搨
本
を
作
成
し
た
。
五

日
～
七
日
ま
で
の
三
日
間
で
十
二
幅
、
八
日
～
十
一
日
ま
で
の
四
日
間
で
山
田
石
嶺
・
得
一
も
加
わ
っ
て
十
九
幅
を
完
成
し
た
。
そ
し

て
こ
れ
ら
を
佐
藤
楚
材
・
高
取
直
温
・
山
田
石
嶺
・
若
井
成
章
と
野
田
有
尚
ら
に
頒
布
し
た
。
そ
の
後
新
春
の
私
塾
開
筵
で
『
聖
学
図
』

を
講
義
し
、
そ
の
参
加
者
十
六
名
に
『
朱
子
真
像
』
を
頒
布
し
た
。
そ
の
模
写
が
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
所
蔵
『
朱
子
真
像
』
で
あ
る
。

そ
の
巻
末
に
は
、
確
か
に
細
野
に
よ
る
「
朱
子
自
題
略
解
」
と
「
万
国
欽
後
記
訳
」
が
あ
り
、
佐
藤
の
名
を
伏
せ
て
次
の
よ
う
に
記
し

て
い
る
。

余
頃
借
朱
子
写
照
搨
本
於
某
氏
、
而
命
工
摹
刻
之
、
手
搨
以
分
諸
同
志
、
因
考
賛
題
及
後
記
之
訓
義
、
又
附
俗
解
訳
於
尾
、
而
為

一
冊
以
応
児
童
之
需
云53

。

さ
ら
に
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
の
『
書
画
目
録
』
を
見
て
い
く
と
、
他
に
も
次
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
る
。
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朱
子
書
僧
祖
可
絶
句
拓
本　

双
幅　

明
治
九
年
丙
子
五
月
十
五
日
御
友
重
照
携
来
求
沽
因
買
之　

十
九
日
付
価　

此
幅
旧
咸
亭
先

生
藏

朱
子
書
杜
甫
武
侯
廟
詩
拓
本　

尾
張
内
庫
所
蔵　

水
野
氏
摹
刻　

明
治
十
年
丁
丑
九
月
八
日　

書
画
商
美
濃
屋
よ
り
購
入

朱
子
書
献
之
千
古
法
拓
本　

同
上54

　

先
述
し
た
林
品
美
か
ら
の
情
報
を
得
て
、
内
庫
所
蔵
の
朱
熹
関
連
の
拓
本
や
摹
刻
を
積
極
的
に
収
集
し
た
。
こ
れ
ら
は
御
譲
本
の
二

重
箱
に55

秘
蔵
し
て
あ
っ
た
も
の
で
、「
献
三
千
古
法
…
」「
遺
廟
丹
青
在
…
」「
四
月
麦
先
秋
…
」
と
あ
る
の
で
、
右
に
示
し
た
掛
け
軸

が
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
、
明
治
五
年
五
月
五
日
に
は
丹
羽
昭
陽
が
『
朱
子
晝
寒
詩
帖
』
を
持
っ
て

来
て
、
細
野
は
模
写
し
た
。
そ
し
て
考
証
し
た
結
果
、
朱
熹
の
親
墨
で
は
な
い
と
分
か
り
、「
昼
寒
詩
帖
辨
」
を
記
し
た56

。
明
治
八
年

細
野
は
病
に
あ
り
、
朱
熹
に
重
ね
て
自
身
を
振
り
返
り
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
老
拙
尤
覺
衰
憊
、
非
昔
時
比
、
臓
府
不
秘
即
滑
」（
朱
子
文
集
続
集
一
十
五
版
右
四
）
忠
陳
病
亦
常
如
此
、
忠
陳
暗
愚
、
夙
に
朱

子
ノ
書
を
読
む
も
而
万
分
之
一
を
得
る
こ
と
能
わ
ず
、
今
や
老
た
り
、
唯
其
病
の
似
た
る
や
焉
、
愧
赧
の
甚
し
き
な
り
。
甲
戌
季

冬
識　

時
年
六
十
四
忠
陳57

朱
熹
を
尊
崇
し
た
朝
鮮
儒
者
・
宋
時
烈
が
自
ら
痔
瘻
に
な
っ
た
際
に
、
朱
熹
の
痔
瘻
処
方
に
従
っ
て
治
そ
う
と
し
た
が58

、
細
野
も
そ
れ

と
同
類
で
あ
る
。
朱
熹
は
「
答
鞏
仲
至
」
に
「
痔
疾
想
巳
平
復
、
此
疾
人
多
有
之
、
僕
亦
嘗
為
所
苦
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
老
拙
尤
覺

衰
憊
、
非
昔
時
比
。
藏
府
不
秘
即
滑
、
脚
弱
殊
甚
」
と
言
う59

。
細
野
は
嘉
永
五
年
五
月
か
ら
下
血
を
伴
う
体
調
不
良
が
続
き
、
翌
六
年

（
一
八
五
三
年
、
細
野
は
四
十
二
歳
）
脱
肛
を
理
由
に
典
籍
を
辞
め
た
。「
臓
府
秘
せ
ざ
れ
ば
即
ち
滑
る
」
と
は
、
便
秘
で
な
か
っ
た
ら

下
痢
と
い
う
症
状
で
、
朱
熹
の
記
述
に
早
く
気
づ
く
べ
き
だ
っ
た
と
後
悔
の
念
を
述
べ
る
。
そ
し
て
明
治
八
年
六
十
五
歳
の
秋
に
は

三
十
日
間
に
わ
た
っ
て
下
血
が
続
き
、
細
野
は
死
に
瀕
し
た60

。
こ
の
よ
う
に
、
細
野
は
自
ら
が
拠
る
べ
き
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し
て
朱
熹
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を
認
識
し
、
朱
熹
の
文
章
や
真
像
に
接
し
て
い
た
。
明
治
十
一
年
三
月
七
日
、
鈴
木
重
虎
の
逝
去
に
と
も
な
う
同
志
の
友
の
追
薦
会
で

は
、
種
野
弘
道
が
詩
を
細
野
に
求
め
た
際
も
朱
熹
の
文
章
を
使
っ
て
い
る
。

「
精
爽
其
来
鍳
、
為
翰
墨
場
開
、
陳
情
於
一
酹
、
詞
与
涙
而
倶
揚
」

右
三
四
は
朱
子
鄭
自
明
祭
文
の
字
を
全
用
（
文
集
八
十
七
、十
一
ウ
五
）
又
、
文
集
祭
張
敬
夫
に
、
尚
精
爽
其
茲
鍳
（
八
十
七
、十

ヲ
三61

）

朱
熹
が
親
友
を
亡
く
し
た
時
に
制
作
し
た
文
章62

「
祭
鄭
自
明
文
」・「
祭
張
敬
夫
殿
撰
文
」
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
細
野
が
朱
熹

を
人
生
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
し
て
い
た
こ
と
の
証
左
と
思
わ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
細
野
に
お
け
る
闇
斎
の
学
の
特
色
は
、
朱
熹
へ

の
復
帰
、
特
に
朱
熹
自
体
の
著
作
の
中
に
自
己
を
没
入
し
て
朱
子
学
を
闡
明
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

終
章

　

細
野
の
私
塾
は
当
初
よ
り
、
統
一
さ
れ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
優
位
の
学
問
集
団
で
は
な
か
っ
た
。
荒
川
甚
作
（
尾
崎
良
知
、
敬
斎
）
は

も
と
も
と
中
山
梅
軒
の
門
人
で
、
丹
羽
賢
や
中
村
修
と
尊
王
攘
夷
に
貢
献
し
、
吉
田
知
行
・
都
築
忍
斎
と
と
も
に
尾
張
の
三
賢
人
と
称

さ
れ
た63

。
細
野
の
高
弟
・
若
井
成
章
は
、
親
の
葬
儀
を
『
朱
子
家
礼
』
で
行
っ
て
お
り
、
朱
熹
を
信
奉
し
て
い
た64

。
ほ
か
の
門
人
た
ち

高
野
保
興
・
山
口
俊
一
・
永
井
以
保
・
青
木
勉
・
林
品
美
ら
は
、
最
初
か
ら
闇
斎
派
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
山
口
俊
一
は

旧
藩
臣
で
あ
っ
た
が
、
維
新
以
後
は
給
料
が
少
な
く
て
生
計
が
立
ち
行
か
ず
、
秋
田
屋
源
助
の
文
光
堂
よ
り
製
本
業
を
習
い
、
一
貫
堂

と
い
う
製
本
屋
を
始
め
、
明
治
十
年
に
は
製
本
以
外
に
も
書
肆
も
始
め
た
。
彼
ら
の
中
で
唯
一
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
学
統
を
継
い
だ
の

は
、
永
井
以
保
（
畏
庵
）
だ
け
で
あ
る
。
永
井
は
初
め
陽
明
学
者
の
春
日
潜
庵
に
学
び
、
そ
の
後
に
細
野
の
門
人
と
な
り
『
三
宅
子
全
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書
』
を
編
纂
し
た
。

　

岸
野
俊
彦
氏
は
「
尾
張
藩
校
明
倫
堂
の
文
庫
運
営
と
他
藩
士
交
流65

」
で
、
他
藩
士
が
明
倫
堂
を
見
学
し
た
際
に
細
野
が
接
待
の
詩
会

に
参
加
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
細
野
自
身
も
詩
作
を
愛
し
、
俳
号
ま
で
あ
る
。
蟹
養
斎
や
中
村
習
斎
に
も
詩
文
が
あ
る
の
で
、

闇
斎
派
で
あ
っ
て
も
厳
禁
で
は
な
か
っ
た
。
明
治
七
年
一
月
二
十
六
日
私
塾
で
の
『
白
鹿
洞
書
院
掲
示
』
の
講
義
で
は
、
そ
の
あ
と
の

宴
で
細
野
は
朱
熹
を
踏
ま
え
た
作
詩
を
し
て66

、
荒
川
は
そ
れ
に
こ
た
え
た
述
旨
二
首
を
作
詩
し
た67

。
細
野
は
明
治
三
年
か
ら
自
身
の
門

人
と
な
っ
た
荒
川
甚
作
に
期
待
し
て
い
た
。
明
治
十
二
年
己
卯
〔
一
八
七
九
〕「
哭
要
斎
細
野
先
生
文
」（
鶴
舞
中
央
図
書
館
所
蔵
、
久

ヨ
－
３
）
を
記
し
て
荒
川
は
言
う
。

　

先
生
継
崎
門
之
統
、
沂
洛
閩
之
流
、
以
窮
洙
泗
之
源
、
嘗
為
藩
国
校
之
師
、
又
退
而
教
于
家
者
、
前
後
数
十
年
、
当
異
言
争
起

正
学
如
縷
之
時
、
聖
賢
相
伝
之
道
、
有
所
寄
者
、
実
頼
先
生
存
焉
、
良
知
等
謂
先
生
之
躬
與
斯
文
相
為
存
亡
、
天
必
俾
先
生
寿
考
、

如
何
不
淑
、
嗚
呼
、
天
将
喪
斯
文
乎
。
良
知
雖
得
従
于
二
三
子
之
後
、
而
日
未
久
不
足
以
窺
盛
徳
之
門
墻
、
況
於
宗
廟
百
官
之
美

冨
乎
、
特
所
謂
先
生
之
躬
與
斯
文
相
為
存
亡
者
、
実
非
親
灸
諸
生
之
私
言
、
苟
聞
先
生
之
名
者
、
萬
口
一
談
莫
有
異
詞
、
然
言
莫

不
同
、
而
意
則
不
必
同
惟
實
識
其
徳
者
、
而
後
可
発
此
言
耳
。
良
知
固
匪
其
人
、
特
以
萬
口
之
所
同
、
謹
誦
之
爾
。
良
知
以
中
年

執
贄
于
門
下
、
在
他
人
蓋
所
不
屑
、
而
先
生
乃
更
啓
発
之
、
口
誨
筆
授
、
叩
端
而
不
倦
、
蓋
憫
晩
学
之
不
幸
、
欲
引
而
進
之
耳
。

　

荒
川
は
細
野
を
尾
張
崎
門
の
命
脈
と
認
識
し
て
い
る
。
細
野
は
優
秀
な
荒
川
に
熱
心
な
指
導
を
し
て
い
た
こ
と
が
明
確
に
分
か
る
。

こ
の
あ
と
細
野
栗
斎
（
得
一
）
よ
り
遺
稿
を
受
け
取
っ
た
荒
川
は
「
書
要
斎
先
生
所
遺
稿
座
右
誡
後
」（
鶴
舞
中
央
図
書
館
所
蔵
）
と

い
う
一
文
を
記
し
た
。
荒
川
の
友
人
・
中
山
弘
斎
（
清
朗
）
は
、「
敬
斎
君
豈
特
先
生
之
幸
也
乎
哉
、
崎
門
之
学
有
頼
以
繋
其
一
線
之
脈
、

則
先
生
地
下
之
霊
亦
可
以
瞑
耳
」
と
細
野
の
学
問
を
継
ぐ
も
の
と
し
て
称
え
る
。
荒
川
は
明
治
三
十
四
年
九
月
七
日
に
六
十
二
年
の
生

涯
を
終
え
、
友
人
・
永
井
以
保
の
指
示
で
儒
式
の
葬
儀
を
行
い
、
八
事
山
興
正
寺
に
埋
葬
さ
れ
た
。
そ
し
て
い
ま
昭
和
十
五
年
に
岡
直
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養
（
彪
邨
）
に
よ
っ
て
増
補
さ
れ
た
『
訂
正
増
補
崎
門
学
脈
系
譜
』
を
み
る
と
、
細
野
の
門
人
に
は
若
井
と
荒
川
の
名
が
加
え
ら
れ
て

い
る
。

　

一
方
、
昭
和
十
五
年
版
『
訂
正
増
補
崎
門
学
脈
系
譜
』
の
楠
本
端
山
門
下
に
は
、
丹
羽
清
五
郎68

（
丹
羽
信
四
郎
の
弟
）・
海
部
昂

蔵69

・
酒
井
永
藏
・
小
寺
彀
と
細
野
の
友
人
で
あ
る
種
野
弘
道
の
名
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
尾
張
藩
主
の
命
を
受
け
、
丹
羽
・
海
部
は
楠

本
端
山
・
碩
水
兄
弟
の
も
と
に
留
学
し
た
。
ま
た
片
桐
助
作
・
酒
井
永
藏
は
闇
斎
派
の
学
徒
で
、
楠
本
氏
に
従
学
し
た
い
と
再
三
許
し

を
願
い
出
た
末
に
許
可
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た70

。
細
野
は
彼
ら
が
明
倫
堂
に
い
た
時
に
面
識
を
得
て
、
明
治
二
年
六
月
に
彼
ら
が
平
戸
へ

行
っ
た
後
も
頻
繁
に
書
簡
の
往
来
が
あ
っ
た71

。
以
後
、
丹
羽
ら
は
頻
繁
に
細
野
要
斎
に
楠
本
の
文
章
や
各
地
の
崎
門
の
情
報
を
伝
え
た
。

明
治
二
年
九
月
に
丹
羽
は
、
細
野
に
熊
本
藩
儒
・
月
田
蒙
斎
の
詩
文
『
蒙
斎
随
筆
』
を
郵
送
し
た
。
ま
た
細
野
は
海
部
か
ら
も
楠
本
端

山
の
書
を
送
ら
れ
て
い
る
。
明
治
四
年
廃
藩
に
よ
り
帰
郷
し
た
海
部
ら
は
、
明
治
九
年
に
和
合
書
院72

（
名
古
屋
東
在
和
合
村
）
を
興
し

た
。
そ
し
て
彼
ら
は
細
野
と
関
係
を
持
ち
続
け
、
明
治
十
一
年
二
月
二
十
日
、
細
野
が
私
塾
で
最
後
に
開
筵
し
た
時
も
、
聴
徒
と
し
て

彼
ら
は
参
加
し
て
い
た73

。
こ
の
よ
う
に『
崎
門
学
脈
系
譜
』か
ら
で
は
見
え
て
こ
な
い
事
も
あ
り
、
闇
斎
学
派
が
閉
鎖
的
な
も
の
で
あ
っ

た
と
は
言
い
き
れ
な
い
の
で
あ
る
。

1 

藤
村
禅
『
楠
本
碩
水
伝
』
芸
文
堂
、
二
八
二
頁
。

2 

白
井
順
「
吉
田
英
厚
『
辨
妄
』
に
つ
い
て
―
明
治
期
の
崎
門
学
派
の
一
断
面
―
」『
東
洋
思
想
文
化
』
十
号
、
二
〇
二
三
年
。

3 

楠
本
碩
水
『
訂
正
増
補
崎
門
学
脈
系
譜
』（
明
治
三
十
六
年
刊
、
非
売
品
）
後
跋
。
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4 
千
葉
功
「
南
北
朝
正
閏
問
題
再
考
」『
学
習
院
史
学
』
第
五
十
七
号
、
二
〇
一
九
年
。

5 
内
田
は
犬
養
毅
ら
と
大
日
本
国
体
擁
護
団
体
を
結
成
。
犬
養
毅
は
曽
祖
父
・
犬
飼
幸
左
衛
門
当
謙
が
若
林
強
斎
に
学
び
、
垂
加
翁
山
崎
闇
斎

の
学
問
を
吉
備
津
に
伝
え
た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
た
。
そ
の
他
、
井
上
哲
次
郎
も
南
朝
正
統
を
唱
え
、「
漢
学
」
は
国
体
と
結
び
付
け
ら

れ
て
理
解
さ
れ
た
。

6 

清
水
則
夫
「
闇
斎
学
派
研
究
の
諸
問
題
」、『
日
本
思
想
史
学
』
四
三
号
、
二
〇
一
一
年
。

7 

一
九
八
〇
年
に
岩
波
書
店
か
ら
出
版
さ
れ
た
シ
リ
ー
ズ
。
そ
の
『
山
崎
闇
斎
学
派
』
に
は
、
解
説
と
し
て
阿
部
隆
一
「
崎
門
学
派
諸
家
の
略

伝
と
学
風
」
お
よ
び
丸
山
真
男
「
闇
斎
学
と
闇
斎
学
派
」
が
収
録
さ
れ
る
。

8 

前
注
、
六
〇
一
～
六
七
四
頁
。

9 

ほ
か
に
も
町
田
三
郎
「
幕
末
明
治
期
に
お
け
る
崎
門
学
の
研
究
」「
天
囚
西
村
時
彦
覚
書
」、
福
田
殖
「
小
笠
原
敬
斎
」
な
ど
個
別
の
崎
門
学

者
を
扱
っ
た
論
著
は
あ
る
が
、
多
く
は
な
い
。

10 

市
橋
鐸
『
細
野
要
斎
年
譜
』（
文
化
財
叢
書
第
三
十
二
号
）
一
九
六
二
年
、
名
古
屋
市
文
化
財
保
存
委
員
会
。
ち
な
み
に
市
橋
鐸
は
国
学
院
時

代
に
内
田
周
平
に
学
ん
で
い
る
。

11 

岸
野
俊
彦
氏
に
は
尾
張
知
識
人
た
ち
か
ら
見
た
垂
加
派
に
関
す
る
研
究
が
あ
る
。「
尾
張
垂
加
派
の
宣
長
批
判
の
特
質
」、「
尾
張
垂
加
派
、
堀

尾
春
芳
の
生
涯
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
鵜
飼
尚
代
「
深
田
家
の
学
問
―
細
野
要
斎
の
視
点
か
ら
」『
愛
知
短
期
女
子
大
学
紀
要
』
第
二
十
三
号
、

一
九
九
〇
年
。

12 

松
川
雅
信
『
儒
教
儀
礼
と
近
世
日
本
社
会
―
闇
斎
学
派
の
『
家
礼
』
実
践
』、
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
〇
年
。

13 

拙
稿
「
門
人
と
交
友
関
係
か
ら
見
た
蟹
養
斎
」『
東
洋
思
想
文
化
』
第
七
号
、
二
〇
二
〇
年
を
参
照
。

14 『
感
興
漫
筆
』（
名
古
屋
叢
書
）
第
二
十
二
巻
、
一
五
七
頁
。

15 

岸
野
俊
彦
「
尾
張
垂
加
派
の
宣
長
学
批
判
の
特
質
」『
歴
史
評
論
』
第
四
六
一
号
、
一
九
八
八
年
。

16 『
名
古
屋
叢
書
三
編
』
第
十
二
巻
、
八
四
頁
。
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17 『
感
興
漫
筆
』（
名
古
屋
叢
書
）
巻
三
十
二
、
五
九
頁
。

18 『
感
興
漫
筆
』（
名
古
屋
叢
書
）
巻
三
十
二
、
五
九
～
六
十
頁
。

19 

羽
賀
祥
二
『
名
古
屋
と
明
治
維
新
』（
風
媒
社
）
一
三
六
～
一
四
三
頁
参
照
。

20 

上
野
恵
「
東
海
道
筋
に
お
け
る
尾
張
藩
の
「
勤
王
誘
引
」
活
動
―
「
勤
王
誘
引
書
類
」
の
分
析
を
中
心
に
」
を
参
照
。
な
お
上
野
氏
に
よ
れ
ば
、

勤
王
誘
引
証
書
を
提
出
し
た
も
の
は
、
慶
應
四
年
二
月
に
四
六
五
人
と
多
数
存
在
し
た
。
ま
た
藤
田
英
昭
「
慶
應
四
年
前
後
に
お
け
る
尾
張

徳
川
藩
の
内
情
と
政
治
動
向
」
に
「
勤
王
誘
引
」
活
動
に
関
わ
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
表
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

21 『
感
興
漫
筆
』（
名
古
屋
叢
書
）
巻
三
十
六
、
一
八
六
頁
。

22 

藤
田
英
昭
「
慶
應
四
年
前
後
に
お
け
る
尾
張
徳
川
藩
の
内
情
と
政
治
動
向
」
を
参
照
。

23 

森
村
大
朴
の
こ
と
。
馬
場
守
次
『
森
村
大
朴
先
生
』
珊
瑚
社
、
昭
和
十
一
年
を
参
照
。

24 『
感
興
漫
筆
』（
名
古
屋
叢
書
）
巻
三
十
八
、
二
五
三
頁
。

25 『
感
興
漫
筆
』（
名
古
屋
叢
書
）
巻
三
十
七
、
二
四
〇
頁
。

26 『
感
興
漫
筆
』（
名
古
屋
叢
書
）
巻
三
十
七
、
二
三
九
頁
。

27 『
感
興
漫
筆
』（
名
古
屋
叢
書
）
巻
三
十
七
、
二
四
二
頁
。

28 

朱
熹
『
小
学
』
題
辞
「
建
学
立
師
、
以
培
其
根
、
以
達
其
支
」。

29 『
家
事
雑
識
』（『
名
古
屋
叢
書
三
編
』
第
十
二
巻
）、
三
九
四
頁
。

30 『
家
事
雑
識
』（『
名
古
屋
叢
書
三
編
』
第
十
二
巻
）、
四
〇
七
頁
。
ま
た
『
家
事
雑
識
』（『
名
古
屋
叢
書
三
編
』
第
十
二
巻
、
四
〇
八
頁
に
は
「
日

向
高
鍋　

千
手
謙
斎　

児
玉
平
格
の
友
人
な
り
。『
本
朝
道
学
淵
源
録
』
を
校
補
す
。
淵
源
録
序
あ
り
」
と
あ
る
。

31 

名
古
屋
市
立
博
物
館
所
蔵
『
要
斎
記
』
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。「
嚮
者
（
余
）
請
別
号
於
深
田
香
実
先
生
、
先
生
親
書
要
斎
二
大
字
以
賜
、

且
将
写
之
説
、
又
示
訓
誡
、
未
果
而
逝
、
於
是
（
余
）
託
之
沢
田
眉
山
子
、
眉
山
子
亦
尋
歿
し
、
余
再
び
失
望
し
、
悵
恨
不
已
、
語
之
其
次

子
信
篤
、
信
篤
検
尋
遺
草
而
獲
此
文
三
通
、
輙
ち
謄
写
し
て
余
に
贈
ら
る
。
披
読
不
勝
感
泣
、
不
意
眉
山
子
用
意
之
丁
寧
至
於
斯
也
、
但
憾
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未
定
稿
而
終
焉
の
み
、
今
雖
不
知
真
意
は
孰
為
是
、
当
且
浄
写
一
通
、
掲
諸
斎
壁
、
因
姑
記
其
由
於
此
云
（
眉
山
子
去
年
十
月
十
二
日
歿
、

此
文
第
三
稿
則
実
歿
十
日
所
筆
也
）
嘉
永
七
年
甲
寅
四
月
五
日
細
野
忠
陳
識
」。『
名
古
屋
叢
書
』
所
収
「
感
興
漫
筆
」
巻
十
三
、
一
三
一
頁
）

に
近
似
す
る
文
章
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

32 

澤
井
啓
一
『
山
崎
闇
斎
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
四
年
）
一
九
八
～
二
〇
一
頁
を
参
照
。
ま
た
三
浦
秀
一
「
許
衡
試
論
」『
日
本
中
国

学
会
報
』
第
四
十
九
集
、
福
田
殖
「
許
衡
に
つ
い
て
」『
文
学
論
輯
』
第
三
十
一
号
、
一
九
八
五
年
も
参
照
さ
れ
た
い
。

33 

近
藤
啓
吾
『
靖
献
遺
言
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
四
四
九
～
四
五
〇
頁
。

34
『
浅
見
絅
斎
先
生
文
集
稿
本
』
上
冊
、
一
六
四
頁
、「
読
読
書
録
筆
記
」。『
近
世
儒
家
文
集
集
成
』
第
二
巻
（『
浅
見
絅
斎
先
生
文
集
』
巻
四
）

ぺ
り
か
ん
社
、
六
六
頁
、
許
魯
斎
論
に
同
文
が
あ
る
。

35 

若
林
強
斎
『
近
思
録
十
四
目
論
』
第
七
出
処

36 『
感
興
漫
筆
』（
名
古
屋
叢
書
）
巻
八
、
二
九
七
頁
。

37 

『
感
興
漫
筆
』（
名
古
屋
叢
書
）
巻
十
、
四
一
一
頁
。
四
一
二
頁
に
は
、「
続
集
に
附
録
あ
り
、
今
般
買
得
た
る
本
に
な
し
、
今
春
梅
居
に
借
り

て
一
閲
す
」
と
あ
り
、
蔵
書
家
の
野
口
道
直
（
梅
居
）
に
借
り
た
。「
魯
斎
考
」
は
こ
の
附
録
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

38 『
感
興
漫
筆
』（
名
古
屋
叢
書
）
巻
三
十
七
、
二
三
一
頁
。

39 『
家
事
雑
識
』（『
名
古
屋
叢
書
三
編
』
第
十
二
巻
）、
一
四
七
頁
。

40 『
感
興
漫
筆
』（
名
古
屋
叢
書
第
二
十
巻
）
巻
十
三
、
九
二
頁
「
十
月
二
日
、
石
川
恒
一
郎
を
訪
て
朱
文
公
の
肖
像
を
拝
す
。
絹
地
の
大
幅
な
り
、

幅
三
尺
余
、
長
六
尺
許
、
立
像
な
り
、
像
の
旁
に
記
あ
り
左
の
ご
と
し
、
至
治
辛
酉
嘉
平
玉
潭
銭
選
写
、
此
一
幅
、
小
出
家
の
蔵
な
り
し
を
、

石
川
香
山
こ
れ
を
獲
た
り
と
云
」。
田
中
秀
樹
氏
『
朱
子
学
の
時
代
第
四
章
「
十
八
世
紀
後
半
、
尾
張
藩
儒
石
川
香
山
の
生
涯
と
思
想
」
で
、

深
田
の
師
で
あ
る
石
川
香
山
の
朱
子
崇
拝
を
指
摘
し
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。

41 『
愛
知
教
育
』
昭
和
七
年
、
五
三
九
号
、
浅
野
醒
堂
「
愛
知
県
第
一
師
範
学
校
所
蔵
古
書
目
録
」
を
参
照
。

42 

丸
山
裕
美
子
「
尾
張
名
古
屋
の
正
倉
院
文
書
―
庫
外
流
出
正
倉
院
文
書
の
行
方
」『
正
倉
院
文
書
研
究
』
十
三
号
、
二
〇
一
三
年
。
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43 
藤
本
幸
夫
「
蓬
左
文
庫
所
蔵
駿
河
御
譲
本
朝
鮮
本
の
「
御
払
」
に
つ
い
て
」、『
武
家
の
文
物
と
源
氏
物
語
絵
―
尾
張
徳
川
家
伝
来
品
を
起
点

と
し
て
』
二
〇
一
二
年
、
一
一
六
～
一
三
五
頁
。

44 

林
政
史
研
究
所
所
蔵
『
藩
士
名
寄
』
一
〇
八
枚
目
に
林
周
次
郎
が
、
二
四
四
枚
目
に
細
野
為
蔵
の
履
歴
書
が
あ
る
。『
感
興
漫
筆
』
巻
三
十
七
、

二
〇
四
頁
に
は
建
白
書
三
通
が
収
録
さ
れ
、
そ
の
後
に
細
野
の
「
書
林
品
美
建
白
三
通
後
」
が
あ
る
。

45 『
家
事
雑
識
』（『
名
古
屋
叢
書
三
編
』
第
十
二
巻
）、
四
一
一
～
四
一
二
頁
。

46 『
感
興
漫
筆
』（
名
古
屋
叢
書
）
巻
三
十
九
、
三
〇
四
頁
。

47 『
感
興
漫
筆
』（
名
古
屋
叢
書
）
巻
三
十
八
、
二
四
三
頁
。

48 『
家
事
雑
識
』（『
名
古
屋
叢
書
三
編
』
第
十
二
巻
）、
三
九
九
頁
。

49 『
感
興
漫
筆
』（
名
古
屋
叢
書
）
巻
八
、
三
四
三
～
三
四
四
頁
に
も
朱
熹
の
『
風
雪
集
』
に
つ
い
て
の
記
録
が
あ
る
。

50 

『
家
事
雑
識
』（『
名
古
屋
叢
書
三
編
』
第
十
二
巻
）、
四
一
五
頁
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
丹
羽
信
四
郎
昭
陽
深
く
朱
子
を
信
ず
。
日
本
の
諸

先
輩
も
依
ら
ず
、
自
ら
考
亭
真
伝
と
称
す
（
清
儒
の
説
を
信
ず
）
初
明
倫
堂
に
帰
宿
、
訓
導
と
成
、
其
後
助
教
と
な
る
。
戊
辰
北
越
に
従
軍
、

千
賀
氏
の
軍
事
参
謀
を
勤
む
。
筑
摩
川
の
満
漲
を
渡
り
て
功
あ
り
。
帰
軍
後
賞
を
加
ら
る
。
其
後
免
職
を
請
、
又
兵
隊
と
な
る
。
庚
午
六
月

十
九
日
免
職
。
七
月
四
日
農
政
推
官
局
出
仕
、
十
二
石
三
人
分
を
賜
う
。
其
後
権
少
属
席
出
仕
。
辛
未
四
月
西
洋
視
察
を
命
ぜ
ら
れ
、
権
少

属
丹
羽
鉾
次
郎
（
大
参
事
、
淳
太
郎
弟
、
維
孝
）
と
共
に
横
浜
に
赴
き
、
発
帆
し
て
西
洋
諸
国
を
歴
遊
す
。
同
年
十
二
月
、
横
浜
へ
帰
着
、

又
支
那
へ
行
。
其
帰
路
、
壬
申
文
部
省
へ
出
仕
す
」
と
あ
る
。『
名
古
屋
県
官
員
録
』
で
は
十
五
等
出
仕
、
丹
羽
昭
陽
は
そ
の
後
、
鹿
児
島
県

に
勤
め
た
。
明
治
五
年
壬
申
四
月
に
自
費
に
よ
る
一
か
月
の
中
国
視
察
も
行
っ
て
い
る
。

51 『
感
興
漫
筆
』（
名
古
屋
叢
書
）
巻
三
十
八
、
二
六
〇
頁
。

52 『
感
興
漫
筆
』（
名
古
屋
叢
書
）
巻
三
十
九
、
二
八
一
頁
。

53 『
感
興
漫
筆
』（
名
古
屋
叢
書
）
巻
四
十
、
三
一
五
頁
に
は
、
一
致
す
る
文
章
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

54 

『
感
興
漫
筆
』（
名
古
屋
叢
書
）
巻
四
十
二
、
三
七
一
頁
に
「
九
月
三
日
（
七
月
二
十
六
日
）
武
平
町
に
住
す
る
と
い
ふ
書
画
商
某
美
濃
屋
太
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兵
衛　

高
木
浅
岡
二
氏
の
指
示
せ
る
也
と
い
ふ
て
、
朱
子
書
搨
本
二
幅
（
遺
廟
丹
青
在
云
々
、
献
之
千
古
法
云
、
各
表
装
掛
幅
と
す
）
及
び

野
村
昌
武
の
書
（
全
唐
紙
表
装
掛
幅
と
す
）
を
携
来
て
見
ん
事
を
求
む
、
因
て
逢
ふ
て
こ
れ
を
展
開
す
」
と
あ
る
。

55 『
家
事
雑
識
』（『
名
古
屋
叢
書
三
編
』
第
十
二
巻
）、
四
一
三
頁
。

56 『
感
興
漫
筆
』（
名
古
屋
叢
書
）
巻
三
十
八
、
二
五
九
頁
。

57 『
感
興
漫
筆
』（
名
古
屋
叢
書
）
巻
四
十
、
三
三
四
頁
。

58 

三
浦
國
雄
「
十
七
世
紀
朝
鮮
に
お
け
る
正
統
と
異
端
─
宋
時
烈
と
尹
鐫
」『
朝
鮮
学
報
』
第
一
〇
二
号
、
一
九
八
二
年
。

59 『
朱
熹
集
』
第
六
冊
、
巻
六
十
四
「
答
鞏
仲
至
」（
三
三
五
二
頁
）、『
朱
熹
集
』
第
九
冊
、
朱
熹
続
集
巻
一
、
五
一
四
三
～
五
一
四
四
頁
。

60 『
感
興
漫
筆
』（
名
古
屋
叢
書
）
巻
四
十
一
、
三
四
七
頁
。

61 『
感
興
漫
筆
』（
名
古
屋
叢
書
）
巻
四
十
三
、
三
八
一
頁
。

62 

『
朱
熹
集
』
巻
八
十
七
「
祭
鄭
自
明
文
」（
四
四
七
七
頁
）
に
「
陳
情
於
一
酹
、
詞
与
涙
而
倶
揚
」、「
祭
張
敬
夫
殿
撰
文
」
に
「
精
爽
其
来
鍳
」

と
あ
る
。

63 

『
家
事
雑
識
』（『
名
古
屋
叢
書
三
編
第
十
二
巻
』）
四
一
五
頁
。
春
日
の
荒
川
に
対
す
る
評
価
に
つ
い
て
は
、
吉
田
公
平
「
春
日
潜
庵
の
晩
年
」

に
指
摘
が
あ
る
。

64 

『
感
興
漫
筆
』（
名
古
屋
叢
書
）
巻
三
、
九
三
頁
「
若
井
成
章
の
父
を
葬
る
。
朱
門
の
礼
を
斟
て
、
心
を
尽
し
力
を
究
む
、
誌
名
を
入
る
に
及

で
其
の
文
を
稿
し
来
て
、
雌
黄
を
予
に
請
ふ
」
と
あ
る
。
ま
た
七
六
頁
に
「
程
朱
之
学
風
尊
信
仕
」
と
あ
る
。

65 

岸
野
俊
彦
「
尾
張
藩
校
明
倫
堂
の
文
庫
運
営
と
他
藩
士
交
流
」『
名
古
屋
芸
術
大
学
研
究
紀
要
』
第
三
十
六
巻
、
二
〇
一
五
年
。

66 

細
野
の
述
旨
は
、『
感
興
漫
筆
』（
名
古
屋
叢
書
）
巻
四
十
、
三
二
五
～
三
二
六
頁
「
聖
賢
教
学
法
、
培
根
達
其
枝
、
先
知
而
後
行
、
居
敬
為

之
基
、
循
循
有
次
序
、
登
高
必
自
卑
、
内
外
常
交
養
、
動
静
各
適
宜
、
後
世
浮
躁
徒
、
任
意
繙
経
史
、
区
々
章
句
間
、
豈
足
窺
奥
旨
、
名
利

茅
塞
心
、
理
義
風
過
耳
、
発
軔
已
有
差
、
毫
釐
隔
千
里
、
寄
語
同
心
友
、
勿
怠
失
実
功
、
堅
苦
遺
訓
在
、
玩
索
味
無
究
、
於
道
遂
有
得
、
素

位
楽
冲
融
、
胸
中
天
地
濶
、
面
背
尽
春
風
」。
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67 
鶴
舞
図
書
館
所
蔵
『
要
斎
録
稿
』
所
収
「
敬
斎
詩
稿
」
述
旨
二
首
に
は
「
細
野
要
斎
課
題
」
と
あ
り
「
不
用
茫
然
徒
読
書
、
須
知
為
学
果
如
何
、

考
亭
夫
子
丁
寧
訓
、
毎
巻
頭
説
復
初
」、「
中
年
求
道
始
従
師
、
常
怕
用
功
難
及
時
、
一
息
猶
存
須
自
強
、
到
頭
成
否
不
曾
知
」
と
あ
る
。
昭

和
三
年
刊
『
敬
斎
遺
稿
』（
国
会
図
書
館
所
蔵
）
十
六
葉
目
に
も
同
じ
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

68 

丹
羽
精
五
郎
（
一
八
四
五
〜
一
九
三
七
）、
尾
張
藩
士
丹
羽
周
太
夫
の
五
男
。
藩
主
徳
川
慶
勝
に
従
っ
て
芸
州
広
島
に
出
陣
し
、
青
松
葉
事
件

に
際
し
て
は
介
錯
役
の
任
を
果
た
し
た
。
明
治
元
年
十
二
月
に
は
、
海
部
昴
蔵
（
一
八
五
一
〜
一
九
二
七
、
名
は
弘
之
。
徳
川
家
の
家
令
）・

酒
井
永
蔵
・
小
寺
彀
（
吉
田
知
行
の
弟
）・
片
桐
助
作
・
永
田
米
三
郎
ら
は
、
平
戸
の
儒
者
楠
本
端
山
（
一
八
二
八
〜
一
八
八
三
）
が
主
宰
す

る
猶
興
書
院
へ
遊
学
、
明
治
四
年
四
月
に
丹
羽
と
海
部
・
小
寺
も
帰
郷
。
翌
年
、
彼
ら
は
和
合
書
院
を
開
く
。
明
治
十
六
年
、
丹
羽
は
海
部

の
妹
と
結
婚
。
こ
の
後
、
小
寺
・
丹
羽
・
海
部
・
片
桐
・
永
田
は
開
拓
団
と
し
て
北
海
道
八
雲
村
に
移
住
し
た
。
丹
羽
誠
一
『
丹
羽
精
五
郎
・

正
道
伝
』
を
参
照
。

69 

海
部
昂
蔵
（
雀
軒
）『
一
電
詩
稿
』
に
よ
れ
ば
、
海
部
は
十
七
歳
の
時
に
細
野
が
督
学
を
務
め
た
明
倫
堂
に
入
り
、
明
治
二
年
十
九
歳
で
、
楠

本
端
山
に
入
門
し
た
。

70 『
感
興
漫
筆
』（
名
古
屋
叢
書
）
巻
三
十
七
、
二
一
三
頁
。

71 『
感
興
漫
筆
』（
名
古
屋
叢
書
）
巻
三
十
八
、
二
三
七
～
二
三
八
頁
、
二
四
六
～
二
四
九
頁
。

72 『
一
電
詩
稿
』
に
楠
本
端
山
の
「
和
合
書
院
記
」
が
収
録
さ
れ
、
徳
川
慶
勝
の
下
賜
額
「
和
合
書
院
」
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

73 

『
感
興
漫
筆
』（
名
古
屋
叢
書
）
巻
四
十
二
、
三
七
九
頁
。
名
古
屋
郷
土
文
化
会
発
行
『
郷
土
文
化
』
一
六
七
号
、「
片
桐
寿
遺
稿
よ
り
―
北
海

道
八
雲
村
移
住
」
を
参
照
。
同
一
六
八
号
、
片
桐
寿
「
北
海
道
八
雲
に
残
る
名
古
屋
文
学
及
士
族
言
葉
」
に
よ
れ
ば
、
和
合
書
院
を
創
設
し

た
丹
羽
・
海
部
・
小
寺
・
片
桐
・
永
田
ら
は
細
野
と
端
山
の
両
方
の
学
統
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。


